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市
で
は
、よ
り
良
い
就
学
前（
小

学
校
入
学
ま
で
）の
教
育
・
保
育

を
目
指
し「
豊
岡
市
に
お
け
る
幼

稚
園
・
保
育
所
の
あ
り
方
」計
画

を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
平
成
27
年
度
ま

で
の
幼
稚
園
・
保
育
所
の
認
定
こ

ど
も
園
へ
の
移
行
や
2
年
幼
稚
園

の
導
入
な
ど
を
定
め
て
お
り
、
現

在
、
計
画
年
次
に
合
わ
せ
て
順
次

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、市
内
の
公
立
・
私
立
い
ず

れ
の
幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ

ど
も
園
で
も
、よ
り
良
い
教
育
・

保
育
が
実
践
で
き
る
よ
う
、
昨
年

11
月
に「
豊
岡
市
就
学
前
の
教
育
・

保
育
計
画（
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
）」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
発
達
段
階
に
応

じ
て
身
に
付
け
て
お
き
た
い
力
を

年
齢
ご
と
に
定
め
、
ど
こ
の
小
学

校
へ
も
滑
ら
か
に
つ
な
が
る
指
導

計
画
と
し
て
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ
ど

も
園
の
、
ど
の
園
を
選
択
し
て
も

目
指
す
べ
き
教
育
・
保
育
内
容
は

同
じ
で
す
。
子
ど
も
の
家
庭
環
境

に
応
じ
て
施
設
を
選
択
し
て
く
だ

さ
い
。

　
「
豊
岡
市
に
お
け
る
幼
稚
園
・
保
育
所
の
あ
り
方
」計
画
に
基
づ
き
、

平
成
24
年
4
月
か
ら「
市
立
竹
野
認
定
こ
ど
も
園
」「
社
会
福
祉
法
人 

こ
く
ふ
こ
ど
も
園（
仮
称
）」を
開
園
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》こ
ど
も
企
画
課
こ
ど
も
企
画
係
☎
21-

9
0
0
3

就
学
前
の
教
育
・
保
育

「
認
定
こ
ど
も
園
」と
は

　

幼
稚
園
と
保
育
所
の
そ
れ
ぞ
れ

の
良
い
と
こ
ろ
を
生
か
し
な
が
ら
、

そ
の
両
方
の
役
割
を
果
た
し
、
小

学
校
に
就
学
す
る
ま
で
の
子
ど
も

に
対
す
る
教
育
・
保
育
と
、地
域
の

子
育
て
家
庭
を
対
象
に
し
た
子
育

て
支
援
を
総
合
的
に

提
供
す
る
施
設
で
す
。

　

市
で
は
、
認
定
こ

ど
も
園
で
4
・
5
歳

児
の
幼
稚
園
児（
短
時
間
児
）と
0

〜
5
歳
児
の
保
育
所
児（
長
時
間

児
）を
受
け
入
れ
ま
す
。

1
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

「
豊
岡
市
に
お
け
る
幼
稚
園
・
保
育
所
の
あ
り
方
」計
画

の
進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
24
年
4
月
か
ら

　
「
竹
野
認
定
こ
ど
も
園
」

　
　
「
こ
く
ふ
こ
ど
も
園（
仮
称
）」を
開
園

※標準的なスケジュールであり、施設、曜日、季節などにより多少異なることがあります。

時刻

４・５
歳
児

０～３歳児
（保育所児）

長時間児
（保育所児）

短時間児
（幼稚園児）

7：00 8：00 10：00 12：00 14：00 16：00 18：00 19：00

早
朝
保
育

保
育

保
育

お
や
つ

お
昼
寝

保
育

お
や
つ

お
昼
寝

昼
食 降　

園

降
園

延
長
保
育

登　
　

園

≪共通の教育・保育時間≫
幼稚園児と保育所児が
同じクラスで一緒に活動
する時間 昼食
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市
立
日
高
幼
稚
園
で
は
、
本
年

度
中
に
保
育
室
を
増
築
し
、
平
成

24
年
4
月
か
ら
4
歳
児
と
5
歳
児

の
2
年
幼
稚
園
を
開
始
し
ま
す
。

◆
入
園
手
続
き

　

日
高
幼
稚
園
の
4
・
5
歳
児
の

◆
入
園
手
続
き

　

11
月
25
日
発
行
の
市
広
報
紙
で

園
児
募
集
を
し
ま
す
。

　

4
・
5
歳
児

は
、家
庭
の
状

況
に
応
じ
て
短

時
間
児（
幼
稚
園
）か
長
時
間
児

（
保
育
所
）を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

0
〜
3
歳
児
は
長
時
間
児（
保
育

所
）の
み
の
入
園
と
な
り
ま
す
。

◆
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
本
来

小
学
1
〜
3
年
生
の
放
課
後
留
守

家
庭
等
児
童
を
対
象
に
行
う
事
業

で
す
。
幼
稚
園
児
が
家
庭
外
で
長

時
間
保
育
を
受
け
る
場
合
は
、
体

力
お
よ
び
環
境
面
か
ら
保
育
所
が

望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

竹
野
・
中
竹
野
・
国
府
地
区
で
は
、

認
定
こ
ど
も
園
で
長
時
間
の
受
け

入
れ
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、
短
時

間
児（
幼
稚
園
児
）は
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
利
用
対
象
外
と
し
ま
す
。　

平
成
24
年
度
か
ら
開
園
を
予
定

し
て
い
ま
し
た
三
方
地
区
お
よ
び

西
気
・
清
滝
地
区
の
認
定
こ
ど
も

園
は
、
関
係
社
会
福
祉
法
人
と
の

協
議
に
よ
り
開
園
年
度
を
延
期
し

ま
す
。

　

今
後
も
、
計
画
の
実
施
に
向
け

関
係
社
会
福
祉
法
人
と
協
議
を
進

め
ま
す
。

対
象
と
な
る
児
童
の
保
護
者
へ
の

お
知
ら
せ
を
11
月
に
発
送
し
ま
す

（
詳
細
は
、
11
月
25
日
発
行
の
市

広
報
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

※
4
・
5
歳
児
で
保
育
を
希
望
す

る
場
合
、
保
護
者
は
家
庭
の
状

況
に
応
じ
て
幼
稚
園
ま
た
は
保

育
所
を
選
択
し
て
各
園
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
長
時
間
保
育
を
必
要
と
す
る
場

合
は
、
保
育
所
を
選
択
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用

　

日
高
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
日

高
第
2
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、

受
け
入
れ
に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
、

幼
稚
園
の
5
歳
児
の
み
午
後
4
時

ま
で
利
用
可
能
で
す
。
4
歳
児
の

利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

「
日
高
幼
稚
園
」で

2
年
保
育
を
開
始

三
方
地
区
お
よ
び
西
気
・

清
滝
地
区
の
認
定
こ
ど
も

園
計
画
は
延
期

年齢 受入基準 区分 通常保育時間 早期、延長 休業日 保育料
０～
３歳児

保育に
欠ける子

長時間児
（保育所児）

こくふこども園
８：00～16：00
竹野認定こども園
８：15～16：15

こくふこども園
７：00～19：00

（18：00以降有料）
竹野認定こども園
７：30～19：00

（18：30以降有料）

現在の保育所
と同じ

市保育所保育料
（所得に応じたもの）
給食費含む

４歳児
５歳児

保育に
欠ける子

保育を
希望する
子

短時間児
（幼稚園児）

原則
８：30～14：00

（園によって多少
異なります）

一時保育
利用可能
（有料）

現在の市立幼
稚園と同じ
土曜日は休み
春・夏・冬休
み有

市幼稚園保育料
月額＠5,500円＋
給食費＠3,300円

※日曜日、祝日は休みです。
※保育料のほかに、個人の持ち物について実費徴収することがあります。

受入基準と保育時間・保育料

運営体制・利用施設

※平成23年度　竹野健康福祉センター駐車場に新園舎を建築

※平成23年度　保育園舎の改修および幼稚園舎の増築

社会福祉法人 こくふ幼稚園（認可予定）

社会福祉法人 こくふ保育園

市立府中幼稚園

市立竹野保育園

市立中竹野幼稚園

市立竹野幼稚園

市立竹野認定こども園【平成24年４月開園】

社会福祉法人 こくふこども園（仮称）
【平成24年4月開園】

廃止



　

市
で
は
、
人
事
行
政
の
公
正
性

と
透
明
性
を
高
め
る
た
め
、
人
事

や
給
与
の
状
況
に
つ
い
て
公
表
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

人
事
関
係
で
は
、
職
員
数
や
休

暇
、
福
利
厚
生
な
ど
の
状
況
に
つ

い
て
、
給
与
関
係
で
は
、
普
通
会

計（
水
道
・
下
水
道
事
業
な
ど
の

特
別
会
計
を
除
く
）に
属
す
る
職

員
の
給
与
と
各
種
手
当
な
ど
の
状

況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》職
員
課

　

☎
23
ー
1
3
2
6

人事関係
１. 職員の任免および職員数の状況�
⑴採用と退職� （平成22年度）
身分上の職名 採用 退職
行政職員 17人 14人
消防吏員 5人 2人
教　　員 1人 2人
技能職員 − 4人
労務職員 − 2人
合　　計 23人 24人

⑵昇任と降任� （平成22年度）
昇　　任 降　　任

81人 0人

⑶部門別職員数の状況�（平成23年４月１日現在）
部　　門 職員数 対前年増減数
一般管理 557人 0人
特別行政 290人 △ 8人

公営企業等会計 99人 △ 3人
合　　計 946人 △11人

※地方公共団体定員管理調査による職員数で、教育長を含みます。
※対前年増減数は平成22年４月１日現在からの増減数です。

⑷定員管理適正化計画の年次別推進状況の概要
人数（進渉率） 17～27年度の

数値目標 27年度17年度 23年度
1,075人
（−）

945人
（61.6％） △211人 864人

※⑶部門別職員の状況と比較した場合、教育長は対象外になります。
※平成22年度に第２次行政改革大綱に基づき第２次定員適正
化計画を策定しています。

２. 職員の勤務時間その他勤務条件の状況�
⑴基本的な勤務時間
　職員の勤務時間は、1日7時間45分、1週間38時間45分です。 （平成23年４月１日現在）

区　　分 勤務時間 休憩時間
一般の職員 午前８時30分〜午後５時15分 正午〜午後１時

３. 職員の分限および懲戒処分の状況�
⑴分限処分の状況�  （平成22年度）
種　類 降任 免職 休職 降給
処分件数 0件 0件 24件 0件
※公務能率の維持などを目的とした不利益処分

⑵懲戒処分の状況� （平成22年度）
種　類 戒告 減給 停職 免職
処分件数 2件 0件 0件 0件
※非違行為に対する職場の秩序を維持・回復などを目的とし
た不利益処分

４. 職員の研修および勤務成績の評定の状況�
⑴研修� （平成22年度）

種　別 受講者数
派遣研修 338人
庁内研修 281人
自主研修 29人

他団体等派遣研修 5人

５. 職員の福祉等の状況�
区　分 内　　　容

健康管理 　定期健康診断、成人病検診などの健康診断・検査。破傷風、B 型肝炎の予防接種。メ
ンタルヘルス研修・カウンセリング

共済制度 　兵庫県市町村職員共済組合または公立学校共済組合による実施
互助会制度 　兵庫県市町職員互助会または兵庫県学校厚生会による実施

※⑶部門別職員の状況と比較した場合、教育長は対象外になります。

市
の
職
員
の
人
事
や
給
与
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

⑵休暇�
　年次有給休暇、病気休暇、介護休暇、組合休暇、特別休暇（結婚休暇、妊娠中または出産後の
通院休暇、分べん休暇、配偶者出産休暇、男性職員の育児参加休暇、忌引休暇、夏季休暇、その他）

⑵勤務成績の評定の状況
　適切な人事管理を行うとともに、職員の意欲
向上など人材育成を目的として、勤務評定を実
施しています。
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市の職員数と給与
６.職員の競争試験および選考の状況� （平成22年度）

職　種 受験者数 採用者数
一般事務職 102人 4人

保育士・幼稚園教諭 44人 6人
看護師 3人 1人
消防職 39人 1人

７. 公平委員会の報告事項�
⑴勤務条件に関する措置要求の状況�（平成22年度）
　措置要求、処理などなし

⑵不利益処分に関する不服申立ての状況�（平成22年度）
　不服申立て、処理などなし

給与関係
８. 職員の給与等の状況�
⑴人件費の状況（普通会計決算）� （平成22年度）

歳出額（A） 48,213,160千円
人件費（B） 8,194,415千円

人件費率（B/A） 17.0％
※人件費には市長などの給与、議員、各種委員会委員に支給される
報酬などを含みます。
※普通会計は、一般会計と診療所事業特別会計などを合計したものです。

⑵職員給与費の状況（普通会計決算）�（平成22年度）
職員数（A） 853人

給与費

給　料 3,064,294千円
職員手当 597,828千円

期末・勤勉手当 1,080,611千円
計（B） 4,742,733千円

１人当たり給与費（B/A） 5,560千円
※職員手当には退職手当は含みません。
※職員数は、平成22年４月１日現在の人数です。

⑶職員の平均給料月額および平均年齢
� （平成23年４月１日現在）

区　　分 豊岡市 国

一般行政職 年齢 44.6歳 42.3歳
給料月額 335,100円 327,205円

技能労務職 年齢 47.7歳 49.5歳
給料月額 306,400円 283,862円

※一般行政職とは行政職員（事務･技術）であり、技能労務職とは、
自動車運転手、用務員などをいいます。

⑷ラスパイレス指数の状況
区　　分 22年度
一般行政職 96.1
技能労務職 110.5

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100としたとき
の本市職員の給与水準を算定した指数です。

⑸職員の初任給の状況� （平成23年４月１日現在）
区　　分 豊岡市 国

一般行政職 大学卒 178,800円 172,200円
高校卒 144,500円 140,100円

技能職 高校卒 141,900円 137,200円
中学卒 − 129,200円

労務職 高校卒 137,200円 −
中学卒 125,400円 −

⑹職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況
� （平成23年４月１日現在）
区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一　般
行政職

大学卒 265,700円 302,500円 331,000円
高校卒 212,700円 265,700円 302,500円

技　能
労務職

高校卒 197,800円 234,800円 275,300円
中学卒 176,700円 217,400円 256,600円

※経験年数は、卒業後直ちに採用され勤務している場合の年数です。

⑺職員手当の状況
ア.扶養手当・住居手当・通勤手当 （平成23年４月１日現在）

区　分 主な内容 国の制度
との異同

異なるときの
内容

扶養手当

下記の者で他に生計の途がなく職員の扶養を受けている者
　①配偶者（月額13,000円）
　②ａ満22歳以下の子および孫
　　ｂ満60歳以上の父母、祖父母
　　ｃ満22歳以下の弟妹
※月額6,500円で、16歳から22歳までの子は１人につき5,000円加算
※職員に配偶者がない場合は、その内１人は月額11,000円

同じ −

住居手当
自ら居住する住宅の家賃を支払う者または所有する住宅の世帯主である者
　①借家（月額27,000円まで）
　②持ち家（月額1,600円）

一部異なる 国は持ち家の手
当廃止

通勤手当
通勤距離2km以上の者
　①交通機関の利用者（月額55,000円まで）
　②交通用具の利用者（月額1,600円から32,000円まで）

一部異なる
交通用具利用者
の距離区分およ
び手当額

イ.退職手当
①支給率� （平成23年４月１日現在）

区　分 豊岡市 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続20年

国と同じ

23.50月分 30.55月分
勤続25年 33.50月分 41.34月分
勤続35年 47.50月分 59.28月分
最高限度 59.28月分 59.28月分

②その他の加算措置
豊岡市 国
定年前早期退職（2 〜 20％加算）

③１人当たり平均支給額
豊岡市 23,454千円

※平成22年度に退職した職員の平均額です。

ウ.地域手当
　非支給地であり、手当はありません。

広報とよおか　2011.10.25�
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〜「
信
じ
よ
う
、本
の
力
」〜

読 
書 

週 

間

但東分館

☆
懐
か
し
の
国
語
科
教
科
書
掲
載
作
品
展

　

誰
も
が
学
ん
だ
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た

作
品
を
展
示
し
ま
す
。ふ
と
思
い
浮
か
ぶ
詩

や
も
う
一
度
読
ん
で
み
た
い
作
品
な
ど
、子

ど
も
の
こ
ろ
を
振
り
返
り
、懐
か
し
い
作
品

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
「
秋
の
夜
長
を
た
っ
ぷ
り
満
喫
!
」

　

お
や
す
み
前
に
お
薦
め
の
作
品
を
紹
介

し
ま
す
。

▽
期
間　

10
月
27
日（
木
）〜
11
月
9
日（
水
）

本　館
☆
国
内
文
学
賞
受
賞
作
品
展

　

平
成
22
年
下
半
期
〜
23
年
上
半
期
に
発
表
さ

れ
た
国
内
の
主
要
文
学
賞（
12
賞
）の
受
賞
作
家

お
よ
び
作
品
の
紹
介
・
展
示
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
1
年
間
の
文
学
界
の
動
き
を
知
る
絶
好

の
機
会
で
す
。ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、受
賞
作
家
の
他
の
作
品
や
各
賞
の
歴
代
受
賞
作
品
を
展
示

す
る
ミ
ニ
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。「
読
書
の
秋
」に
読
み
ご
た
え
の

あ
る
名
作
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　

10
月
29
日（
土
）〜
11
月
7
日（
月
）

　終戦間もないころ、「読書の力によって平和な国を作ろう」と
始まった『読書週間』も、今年で65回目を迎えます。今年のスロー
ガンは「信じよう、本の力」です。図書館では、この期間、各館で
さまざまな催しを行います。皆さんが読書の素晴らしさを知る
きっかけとなるよう、多数の本をそろえてお待ちしています。
　・本館　☎23︲6151　・城崎　☎21︲9072　・竹野　☎21︲9078
　・日高　☎21︲9060　・出石　☎21︲9010　・但東　☎21︲9036

期間：10月27日（木）～11月9日（水）

出石分館

☆
リ
サ
イ
ク
ル
・
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
in
出
石

　

保
存
期
間
の
過
ぎ
た
雑
誌
な
ど
を
、自
由
に
持
ち
帰
り
い
た
だ
け

る「
リ
サ
イ
ク
ル
・
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
」を
開
催
し
ま
す
。

　

そ
の
他「
懐
か
し
の
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
会
」も
行
い
、子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
る
催
し
で
す
。

　

家
族
そ
ろ
っ
て
お
越
し
い
た
だ
き
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

10
月
30
日（
日
）午
前
10
時
〜

午
後
3
時

※
持
ち
帰
り
用
の
袋
を
持
参
く
だ
さ
い
。

☆
読
書
週
間
特
別
企
画
展

﹁︽
絆
︾家
族
の
肖
像　

～
没
後
30
年　

向
田
邦
子
の
世
界
～
﹂

　

脚
本
家
と
し
て
テ
レ
ビ
業
界
で
偉
業
を
成
し
遂
げ
、
ま
た
直
木
賞
作

家
と
し
て
の
地
位
を
も
築
い
た
向
田
邦
子
。
何
気
な
い
風
景
や
平
凡
な
家

族
の
日
常
に
描
か
れ
た
鋭
敏
で
独
特
な
感
性
、
深
い
人
間
洞
察
は
今
な
お

深
く
人
々
の
心
を
と
ら
え
て
離
し
ま
せ
ん
。
彼
女
の
描
い
た
家
族
像
を
通

し
て
、
人
と
人
と
の
愛
と
絆
を
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
期
間　

10
月
26
日（
水
）〜
11
月
14
日（
月
）

▽
場
所　

図
書
館
竹
野
分
館
前
ギ
ャ
ラ
リ
ー

竹野分館

☆
芥
川
賞
&
直
木
賞
受
賞
作
品
展

　

過
去
10
年（
平
成
13
〜
22
年
）

の
受
賞
作
品
を
集
め
て
展
示
し

て
い
ま
す
。読
書
の
秋
に
、読

み
そ
び
れ
た
一
冊
を
手
に
と
り
、

過
去
の
名
作
に
改
め
て
触
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。

▽
期
間　

〜
11
月
7
日（
月
）

日高分館

城崎分館
☆
歴
代
本
屋
大
賞
受
賞
作
品
展

　

第
8
回
を
迎
え
た﹃
本
屋
大
賞
﹄!
全
国
の
本
屋
さ
ん
が
最
も
お
薦

め
し
た
い
本
を
選
ぶ
こ
の
賞
は
、本
へ
の
熱
い
思
い

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

楽
し
い
絵
本
コ
ー
ナ
ー
も
特
設
し
て
い
ま
す
。

▽
期
間　

10
月
27
日（
木
）〜
11
月
9
日（
水
）

﹁
お
い
し
い
お
は
な
し
★
わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
﹂を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
6
日（
日
）午
後
1
時
30
分
〜

▽
対
象　

児
童　

▽
参
加
費　

3
0
0
円

▽
申
込
期
限　

11
月
4
日（
金
）
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平
成
22
年
度
事
業

事
務
事
業
評
価
の
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
!

　

市
で
は
、
事
務
事
業
を
見
直
し
、
説
明
責
任
を
一
層
強
く
果
た
す

た
め
、
事
務
事
業
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
事
業
を
対
象
に
、
全
6
7
3
事
業
の
う
ち
1
3
6
事

業
に
つ
い
て
評
価
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
担
当
課
が
1
次
評
価
を
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
12
事
業
は
、
市
民
で
構
成
す
る
事
務
事
業
評
価
委
員
会

に
よ
る
外
部
評
価
を
行
い
、
こ
れ
ら
を
含
め
た
56
事
業
に
つ
い
て
は
、

2
次
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

　

評
価
は
、
A（
継
続
）、
B（
改
善
〈
小
〉
が
必
要
）、
C（
改
善
〈
大
〉

が
必
要
）、
D（
休
廃
止
を
検
討
）の
4
つ
の
区
分
で
判
定
し
、
2
次
評

価
で
は
、
A
：
10
事
業
、
B
：
40
事
業
、
C
：
6
事
業
で
、
D
判
定

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
問
合
せ
》
政
策
調
整
課
行
政
改
革
係
☎
21
－
9
0
2
2

1　

評
価
の
経
過

　

こ
の
取
組
み
は
今
年
で
4
年
目

と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

全
事
業
を
評
価
す
る
方
式
を
見
直

し
ま
し
た
。
対
象
事
業
を
絞
っ
て

3
〜
4
年
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で

全
部
の
事
業
を
評
価
す
る
こ
と
で
、

評
価
の
精
度
や

有
効
性
を
高
め

る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

①
1
次
評
価

　

評
価
は
、
ま
ず
、
担
当
部
課
自

ら
が
行
い
ま
し
た
。

②
外
部
評
価（
事
務
事
業
評
価
委

員
会
に
よ
る
評
価
）

　

1
次
評
価
を
踏
ま
え
、
第
三
者

の
視
点
を
確
保
し
、
評
価
の
客
観

性
の
向
上
や
透
明
性
の
確
保
を
図

る
た
め
、
専
門
的
知
識
や
市
民
感

覚
か
ら
の
評
価（
外
部
評
価
）を
一

部
の
事
業
で
取
り
入

れ
て
お
り
、
12
事
業

に
つ
い
て
外
部
評
価

を
行
い
ま
し
た
。

③
2
次
評
価（
最
終
評
価
）

　

外
部
評
価
を
行
っ
た
12
事
業
を

含
む
18
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
の

重
要
な
方
針
を
決
定
す
る
経
営
戦

略
会
議
で
評
価
を
行
い
、
政
策
調

整
部
で
の
評
価
と
合
わ
せ
て
、
56

事
業
の
2
次
評
価
を
行
い
ま
し
た
。 　

外
部
評
価
と
2
次
評
価
で
は
、

「
青
少
年
健
全
教
育
事
業
」と「
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
」が
異
な

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

2
次
評
価
の
結
果
で
は
、
1
次

評
価
で
の
A
評
価
が
B
評
価
に
、

B
評
価
が
C
評
価
に
な
っ
た
も
の

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
担
当
課
で
の
自
己
評

価
で
は
、
改
善
せ
ず
に「
継
続
」と

し
て
い
た
も
の
を
、
評
価
に
際
し

て
実
施
し
た
事
情
聴
取
な
ど
の
結

果
、
改
善
を
必
要
と
す
る
点
が
あ

る
と
判
断
し
た
も
の
で
す
。

　

評
価
の
結
果
に
沿
っ
て
事
務
事

業
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、

今
後
の
予
算
編
成
・
組
織
改
革
な

ど
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

③
2
次
評
価
の
結
果

※（　

）内
は
、
2
次
評
価
を
行
っ

た
事
業
の
1
次
評
価
で
の
結
果

で
す
。

2　

評
価
の
結
果

3　

評
価
後
の
展
開

　

個
々
の
事
務
事
業
の
評
価
結

果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
ま
す
。

外
部
評
価
：
両
事
業
と
も
、「
青

少
年
を
対
象
と
し
た
類
似
の
ス

ポ
ー
ツ
事
業
な
ど
が
重
複
し
て

い
る
」と
判
断
さ
れ
、「
類
似
事

業
の
大
胆
な
統
廃
合
が
必
要
」

と
い
う
こ
と
か
ら「
C
」判
定
と

な
り
ま
し
た
。

2
次
評
価
：
こ
れ
を
受
け
て
、
平

成
22
年
7
・
8
月
の
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
開
催
状
況
を
調
査
し
ま

し
た
。
こ
の
結
果
、
市
主
催
事

業
で
は
外
部
評
価
に
あ
る
よ
う

な
類
似
事
業

の
重
複
は
み

ら
れ
ず
、「
B
」

判
定
と
し
た

も
の
で
す
。

①
1
次
評
価
の
結
果

②
外
部
評
価（
事
務
事
業
評
価
委

員
会
の
評
価
）と
2
次
評
価

事
務
事
業
数　

6
7
3
事
業

A（
継
続
）

44
事
業

B（
改
善
小
）

87
事
業

C（
改
善
大
）

4
事
業

D（
休
廃
止
）

1
事
業

A

10（
13
）事
業

B

40（
39
）事
業

C

6（
4
）事
業

D

0（
0
）事
業

外
部
評
価

2
次
評
価

A

1
事
業

1
事
業

B

9
事
業

11
事
業

C

2
事
業

0
事
業

D

0
事
業

0
事
業



広報とよおか　2011.10.25 �

　

一
般
会
計
の
歳
入
の
う
ち
、
市

税
は
1
0
0
億
7
9
0
1
万
円
で
、

全
体
の
約
21
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
最
も
大
き
な
も
の

は
地
方
交
付
税
で
、
1
8
6
億
4 

5
4
6
万
円
、
全
体

の
約
38
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
借
金

で
あ
る
市
債
も
44
億
7
8
5
0
万

円
発
行
し
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
市
税
な
ど
市
独
自
の

収
入
で
あ
る
自
主
財
源
が
全
体
の

約
34
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
残
り
は
地

方
交
付
税
な
ど
国
・
県
か
ら
の
収

入
や
借
入
金
に
頼
っ
て
い
る
た
め
、

国
の
制
度
改
革
の
動
き
に
大
き
く

影
響
さ
れ
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、社
会
保
障
関
係
の

経
費
で
あ
る
民
生
費
が
最
も
多

く
1
0
6
億
4
5
5
8
万
円
、借

平
成
22
年
度
決
算

 
市
の
借
金
は
約
57
億
円
の
減
!!

　

平
成
22
年
度
決
算
は
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
企
業
会
計

を
合
わ
せ
た
総
額
で
、
歳
入
7
3
6
億
8
5
1
9
万
円
、
歳
出

7
2
1
億
8
4
5
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
の
全
て
の
会
計
を
合
わ
せ
た
市
債（
借
入
金
）残
高
は
、

1
3
7
7
億
2
0
2
6
万
円（
対
前
年
57
億
1
1
0
5
万
円
の
減
）と

な
り
、
市
民
1
人
当
た
り
約
1
5
6
万
6
千
円（
対
前
年
5
万
2
千
円

の
減
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
問
合
せ
》
財
政
課
☎
21
－
9
0
1
4

入
金
返
済
に
あ
た
る
公
債
費
が
83 

億
4
7
7
5
万
円
、総
務
費
が
76 

億
2
2
2
7
万
円
、土
木
費
が
69 

億
2
8
6
8
万
円
と
続
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
末
の
一
般
会
計
の

市
債
残
高
は
、
6
0
0
億
2
1
6 

0
万
円
で
、
前
年
度
末
に
比
べ
約

28
億
円
減
少
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

市
債
発
行
額
の
抑
制
や
過
去
に
借

り
入
れ
た
高
利
の
市
債
の
繰
上
償

還
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も

の
で
す
。
し
か
し
、
市
民
1
人
当

た
り
の
残
高
は
約
68
万
2
千
円
と
、

人
口
規
模
な
ど
が
類
似
し
た
他
市

に
比
べ
1
・
6
倍
に
も
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
今
後
も
残
高
の
減
少

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
に
よ
り「
健
全

化
判
断
比
率
」と
呼
ば
れ
る
四
つ

の
指
標
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
つ
で
も
国
の
定
め
る
基
準
を
超

え
る
と
早
期
健
全
化
団
体
と
な
り

ま
す
が
、
本
市
の
決
算
は
全
て
基

準
を
下
回
り
ま
し
た
。

　

市
の
公
営
企
業
の
う
ち
水
道

事
業
は
、
給
水
戸
数
約
3
万
2
千

戸
、
人
口
約
8
万
8
千
人
で
普

及
率
は
約
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト

と
な
っ
て
い
ま
す
。
決
算
は
、

2
億
9
8
5
4
万
円
の
赤
字
と
な

り
ま
し
た
が
、
前
年
度
か
ら
の
繰

越
利
益
剰
余
金（
結
果
と
し
て
事

業
内
に
留
保
さ
れ
る
金
額
）と
相

殺
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
23
年

度
に
繰
り
越
す
利
益
剰
余
金
は

1
億
3
6
0
7
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

下
水
道
事
業
は
、
普
及
率
約
98

パ
ー
セ
ン
ト
、
水
洗
化
済
戸
数
約

2
万
8
千
戸
、
人
口
約
7
万
8
千

人
で
、
水
洗
化
率
は
約
90
パ
ー
セ

ン
ト
ま
で
向
上
し
ま
し
た
。
決
算

は
、
4
億
5
4
5
5
万
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
一
部
を

主
に
借
入
金
の
返
済
に
充
当
し
た

こ
と
に
よ
り
、
平
成
23
年
度
に
繰

り
越
す
利
益
剰
余
金
は
8
9
9
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

農
業
共
済
事
業
会
計
の
決
算
は
、

3
9
8
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。
共
済
金
の
支
払
額
は
、
家
畜

共
済
4
0
8
6
万
円
、
水
稲
共
済

3
9
9
万
円
な
ど
、
総
額
4
7
9 

2
万
円
で
し
た
。

　

ま
た
、
公
営
企
業
会
計
の
経
営

健
全
化
の
判
断
基
準
と
な
る「
資

金
不
足
比
率
」は
、
全
て
の
会
計

で
国
が
定
め
る
基
準
を
下
回
っ
て

い
ま
す
。

一
般
会
計
の
決
算

平
成
22
年
度
決
算
の
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

公
営
企
業
会
計
の
決
算

※平成23年３月31日の住民基本台帳人口（87,946人）
に基づき計算しています。

〈会計別決算額一覧〉
区　　分 歳入 歳出 歳入歳出差引

一般会計 489億1121万円 480億1795万円 8億9326万円
特別会計 177億7093万円 173億2349万円 4億4744万円
国民健康保険事業（事業勘定） 93億281万円 89億7745万円 3億2536万円
国民健康保険事業（直診勘定） 9228万円 8180万円 1048万円
老人保健医療事業 893万円 893万円 0円
後期高齢者医療事業 8億5902万円 8億3999万円 1903万円
介護保険事業 71億1967万円 70億3432万円 8535万円
診療所事業 1億9748万円 1億8920万円 828万円
墓地公園事業 1億8679万円 1億4525万円 4154万円
宅地事業 0円 4630万円 ▲4630万円
管理会財産区 395万円 25万円 370万円

企業会計 70億305万円 68億4306万円 1億5999万円
水道事業 20億4797万円 23億4651万円 ▲2億9854万円
下水道事業 47億6947万円 43億1492万円 4億5455万円
農業共済事業 1億8561万円 1億8163万円 398万円

合　　　計 736億8519万円 721億8450万円 15億69万円

〈市民1人当たりの決算（一般会計）〉

地方債（借入金） 50,923円

その他の経費 39,243円

総務費 86,670円

民生費（社会保障関係）
 121,047円

土木費 78,783円

教育費 58,502円

衛生費 50,197円
農林水産業費 16,633円

公債費（借入金返済）
 94,919円その他国県からの収入 19,564円

地方交付税 212,010円

使用料その他市の独自収入
 60,103円
基金等からの繰り入れ 12,728円

市税 114,605円

国県支出金 86,218円

歳入　556,151円 歳出　545,994円
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番号 不-14 地目 畑・宅地 地積 689.38
所在/地番 竹野町須谷字岡田1331番1・4
見積価格 2,180,000円
公売保証金   220,000円
その他 建物（小屋）含む。※要買受適格証明書

■公売期日　12月2日（金）
■受付時間　午前10時～10時30分
■入札時間　午前10時30分～
■入札会場　豊岡市民プラザ　市民活動室
■そ　の　他　・地積の単位は㎡です。
　　　　　　・不-14の物件は、豊岡市農業委
　　　　　　　員会発行の買受適格証明書が必
　　　　　　　要です。
　　　　　　・各物件の中で、公売が中止にな
　　　　　　　る場合があります。
　　　　　　・詳細は、問い合わせください。

《問合せ》税務課収税係☎23-1118

不動産を公売します

・９月25日発行の市広報紙でお知らせしました物件（農地）のうち、
 不︲03新堂の物件、不︲07日高町野々庄の物件は、公売中止となりました。
・農地分の入札時間を午後２時30分と案内しましたが、受付時間は午後２時～２時30分とな

りますのでご注意ください。

重要なお知らせ

雑·地宅 種 地 ほ か

お知らせ第2弾！！

番号 不-11 地目 宅地 地積 118.14
所在/地番 庄境135番6
見積価格 700,000円
公売保証金  70,000円
その他 建物（延床87.53㎡）含む

番号 不-15 地目 宅地 地積 230.41
所在/地番 日高町芝字塩田330番地の1
見積価格 960,000円
公売保証金   100,000円
その他 建物（延床125.15㎡）含む

番号 不-13 地目 雑種地 地積 395.00
所在/地番 竹野町竹野字上ノ山2907番1
見積価格 4,100,000円
公売保証金   410,000円
その他 未登記建物含む

番号 不-12 地目 雑種地 地積 94.00
所在/地番 戸牧字細見757番3
見積価格 1,200,000円
公売保証金   120,000円
その他 －　
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
・
市
民
税
な
ど

の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
年
末
調
整
ま
た
は
確
定

申
告
す
る
と
き
に「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明

書
」（
は
が
き
）を
添
付
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
本
人
だ
け
で
な
く
、
家

族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

た
場
合
も
そ
の
納
付
額
の
全
額
が

納
付
し
た
方
の
所
得
税
な
ど
の
控

除
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
が
届

く
時
期

○
1
〜
9
月
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
し
た
方

　
　

日
本
年
金
機
構
か
ら
、
1
年

間
に
納
付（
納
付
書
の
期
限
納

付
と
口
座
引
落
は
予
定
分
を
含

む
）し
た
国
民
年
金
保
険
料
の

額
を
証
明
し
た
も
の
が
、
毎
年

11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

○
10
〜
12
月
ま
で
の
間
に
今
年
初

め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
方

　
　

翌
年
の
2
月
上
旬
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

■
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
紛
失
な

ど
の
照
会
先（
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

・
照
会
用
電
話
番
号　

　

0
5
7
0
－
0
7
0
－
1
1
7

・
I
P
電
話

　

03
－
6
7
0
0
－
1
1
3
0

※
利
用
期
間　

11
月
1
日（
火
）〜

平
成
24
年
3
月
15
日（
木
）の
平

日（
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

Q　

第
3
号
被
保
険
者
と
は
ど
の
よ

う
な
方
た
ち
の
こ
と
で
す
か
?

A　

配
偶
者
が
厚
生
年
金
保
険
ま

た
は
共
済
組
合
等
の
加
入
者
で
、

主
と
し
て
配
偶
者
の
収
入
に
よ

り
生
計
を
維
持
し
て
い
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
方
で
す
。

　
　

厚
生
年
金
保
険
ま
た
は
共
済

組
合
等
の
加
入
者
の
被
扶
養
配

偶
者
は
、
昭
和
61
年
4
月
1
日

か
ら
国
民
年
金
の
第
3
号
被
保

険
者
と
し
て
、
強

制
加
入
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
3
号
被
保
険
者

の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
配
偶

者
が
加
入
し
て
い
る
厚
生
年
金

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、年
金
手
帳
な

ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の

と
身
分
証
明
書
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、代
理
者
の
と
き
は
委
任

状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を
準

備
く
だ
さ
い
。

●
11
月
12
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
11
月
7
日
・
14
日
・
21
日
・
28

日
の
月
曜
日
は
、

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0
－
05
－
1
1
6
5

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03
－
6
7
0
0
－
1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
豊
岡
年
金
事
務
所

　

☎
22
－
0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
22
－
9
0
1
5
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

保
険
ま
た
は
共
済
組
合
等
が
一

括
し
て
拠
出
金
と
い
う
形
で
負

担
し
て
い
ま
す
の
で
、
個
別
に

保
険
料
を
納
め
な
く
て
も
よ
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

第
3
号
被
保
険
者
に
該
当
し

た
場
合
は
、
配
偶
者
の
勤
め
る

会
社
の
事
業
主
ま
た
は
共
済
組

合
等
か
ら
、
健
康
保
険
等
の
被

扶
養
者
届
と
と
も
に
届
け
出
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
個
人
で
届
け
出
の
手
続
き

を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

な
お
、
配
偶
者
が
会
社
な
ど

を
退
職
し
、
厚
生
年
金
保
険
ま

た
は
共
済
組
合
等
の
加
入
者
で

な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の

被
扶
養
配
偶
者
も
第
3
号
被
保

険
者
で
は
な
く
な
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
収
入
が
1
3
0
万

円
を
超
え
た
と
き
や
雇
用
保
険

を
受
給
す
る
場
合
も
同
様
で
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
市
役
所

で
第
1
号
被
保
険
者
へ
の
種
別

変
更
手
続
き
を
し
、
国
民
年
金

保
険
料
を
個
人
で
納
付
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

第
3
号
被
保
険
者
届
け
出
も
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

　

第
3
号
被
保
険
者
に
該
当
し
た

届
け
出
は
、
平
成
14
年
3
月
以
前

は
第
3
号
被
保
険
者
に
該
当
す
る

本
人
が
市
役
所
や
町
役
場
に
届
け

出
を
す
る
こ
と
に
な
って
い
ま
し
た
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
届
け

出
も
れ
が
起
こ
り
や
す
い
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

○
配
偶
者
が
公
務
員
か
ら
民
間
企

業
に
転
職
し
、
加
入
す
る
年
金

制
度
が
変
わ
っ
た（
共
済
組
合

か
ら
厚
生
年
金
保
険
に
）。

○
配
偶
者
が
転
職
し
た
と
き
に
、
1

日
以
上
無
職
の
期
間
が
あ
っ
た
。

○
第
3
号
被
保
険
者
本
人
が
一
時

的
に
会
社
勤
め
を
し
て
第
2
号

被
保
険
者
に
な
り
、
そ
の
後
退

職
し
た
。

※
第
3
号
被
保
険
者
届
け
出
も

れ
な
ど
の
相
談
は
、
豊
岡
年        

金
事
務
所
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
は
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

国
民
年
金
よ
く
あ
る
質
問

ね
ん
き
ん
月
間
の
年
金
相
談

　

社
会
保
険
労
務
士
会
但
馬
支
部

と
豊
岡
年
金
事
務
所
が
合
同
で
実

施
し
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
3
日（
木
・
祝
）午

前
10
時
〜
午
後
4
時

▽
場
所　

コ
ー
プ
デ
イ
ズ
豊
岡
店

1
階（
加
広
町
）
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やってみよう！感じてみよう！歩キング！

　市では、歩くことによる健康づくりを「歩キング」と名付け、推進しています。歩キングに関連した健康
情報や取組みを１２回シリーズでお届けしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　《問合せ》健康増進課☎24︲1127

歩
ある

キングで健康づくり！⑦

～歩キング体操（後半）～

“歩く”ムードづくりのため、地域
や学校、職場などで放送協力いた
だけるところ、また各団体・グルー
プで体操実施などの希望があれば、
ＣＤも配布しているぞ！

毎週火曜日は
歩キングデー

コーちゃん
豊岡市マスコット

オーちゃん
豊岡市マスコット

　「歩キング」普及のためのテーマソング｢Let’ｓ歩キング｣は、歩くムードを高め、聞いたら歩き出したく
なるような曲です。
　前号に続き、｢Let’ｓ歩キング｣に合わせた体操を紹介します。体操は曲に合わせ①～⑯のパーツに
分かれて、楽しく有酸素運動ができます（今回は後半の⑨～⑯の部分）。
※｢Let’ｓ歩キング｣は市ホームページで試聴できます。

玄さん
豊岡市マスコット

⑨汗かこう！汗かこう！草ぬき、窓ふき、
　風呂掃除

手 は 斜 め
上に開く。
足はかかと
タッチ。

足を閉じ、
手を胸に。

右・左
１回ずつ

⑩元気いっぱい　動けば
　ベルトもゆるくなるよ！

足は斜め横へ軽く
踏み出し、デッキ
ブラシでおそうじ。

右・左
１回ずつ

⑫コウノトリのように　元気に
　はばたこうよ

⑬だから、歩キング

⑭みんなで歩けば
　楽しくなって

⑮心も軽く　笑顔に ⑯さあ　今日から　始めようよ
　君も

手はバンザイ。
足はかかとタッチ。

足を閉じ、
手を胸に。右・左

１回ずつ
右・左
１回ずつ

足は斜め横へ大きく踏み出し、
舟こぎ。 足踏み。 8回

右・左
１回ずつ

4回

脇をたたく。

足を横へ１歩出し、
腕は大きく外回し。

小さくしゃがんで
大きく伸びる。

⑪汗かこう！汗かこう！野球に、
　サッカー、バレーボール
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「
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
」は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
虐
待
を
受
け
て

い
る
と
思
わ
れ
る
子
ど
も（
虐
待

の
疑
い
）」で
も
通
報
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

通
報
を
受
け
た

市
や
県
で
調
査
し

た
結
果
、
虐
待
の

事
実
が
な
い
と
分

か
っ
て
も
、
通
報
し
た
方
の
責
任

が
問
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

通
報
し
た
方
が
特
定
さ
れ
な
い

よ
う
に
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◆
児
童
虐
待
と
は

　

18
歳
未
満
の
子
ど
も
に
対
し
て
、

次
の
よ
う
な
行
為
を
行
う
こ
と
で

す
。

○
身
体
的
虐
待　

子
ど
も
の
身
体

に
苦
痛
や
外
傷
が
生
じ
る
よ
う

な
暴
行
を
加
え
る
こ
と
。

○
性
的
虐
待　

子
ど
も
に
わ
い
せ

つ
な
行
為
を
す
る
、
ま
た
は
さ

せ
る
こ
と
。

○
ネ
グ
レ
ク
ト　

適
切
な
食
事
を

与
え
な
い
、
衣
服
な
ど
が
不
潔

な
ま
ま
、
戸
外
に
長
時
間
放
置

す
る
、
病
気
に
な
っ
て
も
病
院

を
受
診
さ
せ
な
い
、
家
庭
内
で

の
虐
待
を
放
置
す
る
こ
と
。

○
心
理
的
虐
待　

子
ど
も
に
対
し
、

言
葉
に
よ
る
脅
し
や
脅
迫
を
す

る
、
無
視
す
る
、
兄
弟
間
で
差

別
的
な
扱
い
を
す
る
、
子
ど
も

の
面
前
で
配
偶
者
に
対
し
て
暴

力
を
ふ
る
う
こ
と
。

◆「
虐
待
」と「
し
つ
け
」の
違
い
は

　
「
し
つ
け
」は
、
子
ど
も
が
き
ち

ん
と
し
た
生
活
習
慣
や
人
と
関
わ

る
力
、
社
会
的
に
自
立
し
て
い
く

た
め
の
道
筋
を
親
が
示
し
て
あ
げ

る
こ
と
で
す
。し
か
し
、「
し
つ
け
」

と
し
て
親
が
暴
力

や
暴
言
で
子
ど
も

を
追
い
つ
め
る
こ

と
に
な
る
と
、
そ

れ
は
虐
待
に
な
り

ま
す
。

◆
地
域
で
児
童
虐
待
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

児
童
虐
待
は
、
家
庭
内
で
生
じ

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
保
護

者
自
身
が
悩
ん
で
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
周
り
の
方
が
気
付
い
て

あ
げ
て
、
子
ど
も
や
保
護
者
に
必

要
な
援
助
や
支
援
な
ど
の
手
を
差

し
伸
べ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

怒
鳴
り
声
や
子
ど
も
の
泣
き
声
が

最
近
よ
く
聞
こ
え
る
、
子
ど
も
や

保
護
者
の
様
子
が
お
か
し
い
と
気

付
い
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
児
童
虐
待
を
発
見
し
た
ら

　

虐
待
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ

る
子
ど
も
を
発
見
し
た
と
き
や
、

自
分
は
虐
待
を
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
お
悩
み
の
と
き
は
、
ぜ

ひ
相
談
く
だ
さ
い
。

《
連
絡
・
相
談
・
問
合
せ
》

・
こ
ど
も
育
成
課
こ
ど
も
家
庭
相

談
係
☎
29
－
0
0
5
3

・
豊
岡
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー　

☎
22
－
4
3
1
4

・
児
童
虐
待
24
時
間
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン（
夜
間
・
休
日
）

　

☎
22
－
9
1
1
9

・
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0
－
0
6
4
－
0
0
0

　

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
っ

て
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
次
の
と

お
り
公
売
し
ま
す
。

▽
公
売
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
競
り
売
り

▽
参
加
申
込
期
間　

11
月
4
日（
金
）

　

午
後
1
時
〜
17
日（
木
）午
後
11

時
▽
競
り
売
り
期
間　

11
月
25
日（
金
）

　

午
後
1
時
〜
12
月
4
日（
日
）午

後
11
時

▽
代
金
納
付
期
限　

12
月
5
日（
月
）

　

午
後
3
時

▽
公
売
物
件　

印
刷
機
な
ど
15
点

（
予
定
）

▽
参
加
資
格　

一
部
の
例
外
を
除

き
、
20
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば

原
則
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
が
、
公
売
保
証
金
の
納
付
が

必
要
で
す（
公
売
保
証
金
不
要

物
件
を
除
く
）。

▽
参
加
申
込
方
法　

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
の
参
加
と
な
り
ま

す（
11
月
4
日
公
開
予
定
）。

　

http://koubai.auctions.

　

yahoo.co.jp/hyg_toyooka_city

▽
そ
の
他　

次
の
サ
イ
ト
で
も
公

売
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.city.toyooka.

lg.jp/koubai/top.htm

・
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の
公
売
シ
ス
テ
ム

　

http://koubai.auctions.

　
　

yahoo.co.jp/

下
見
会

　

公
売
物
件
を
実
際
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
落
札
し
た
物
件
は
、

返
品
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
事
前
に
よ
く
見
て
参
加
く
だ

さ
い
。
下
見
会
へ
の
参
加
申
込
み

は
不
要
で
す
。

▽
日
時　

11
月
12
日（
土
）午
前
10

時
〜
午
後
3
時

▽
場
所　

市
役
所
南
庁
舎　

1
階

ロ
ビ
ー

※
大
型
物
件
は
下
見
会
に
展
示
し

ま
せ
ん
。
下
見
を
希
望
の
方
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

税
務
課
収
税
係（
公

売
担
当
）☎
23
－
1
1
1
8

▲印刷機

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間

 

『
守
る
の
は　

気
づ
い
た
あ
な
た
の　

そ
の
勇
気
』

「
児
童
虐
待
か
な
?
」と
思
っ
た

ら
、
す
ぐ
に
市
や
県
の
相
談
窓
口

に
通
報（
通
告
）し
て
く
だ
さ
い
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第
4
回
永
楽
館
大
歌
舞
伎
公
演

に
先
立
ち
、
幹
部
俳
優
が
人
力
車

に
乗
り
、
出
石
の
中
心
街
を
パ
レ
ー

ド
す
る「
お
練
り
」を
行
い
ま
す
。

　

今
回
も
、
出
石
お
城
ま
つ
り
に

併
せ
て
の
開
催
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
現
役
高
校
生
の

イ
ケ
メ
ン
俳
優
、
中
村
隼は

や

人と

も
登

場
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
誘
い
合
わ
せ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

11
月
3
日（
木
・
祝
）午

後
2
時
30
分
〜
3
時（
予
定
）

○
出
発　

出
石
総
合
支

所
か
ら
、
出
石
お
城

ま
つ
り
の
大
人
大
名

行
列
槍や

り

振
り
に
続
い

て
出
発
し
ま
す
。

※
お
練
り
の
後
、
お
城

ま
つ
り
特
設
ス
テ
ー

ジ（
出
石
総
合
支
所

正
面
玄
関
前
広
場
）

で
、
幹
部
俳
優
が
今

年
の
歌
舞
伎
公
演
へ

の
意
気
込
み
を
語
り

ま
す
。

《
問
合
せ
》
出
石
総
合

支
所
地
域
振
興
課

　

☎
52
－
3
1
1
1

　

今
回
の
大
歌
舞
伎
公
演
の
内
容

は
、
初
め
て
の
方
で
も
分
か
り
や

す
い
人
情
話
と
、
楽
し
く
笑
え
る

歌
舞
伎
狂
言
で
す
。

○
公
演
日
程　

11
月
4
日（
金
）〜

9
日（
水
）▼
第
1
部
午
前
11
時

30
分
〜
▼
第
2
部
午
後
4
時
〜

（
1
日
2
回
公
演
）

※
た
だ
し
、
9
日（
水
）は
第
1
部

の
み
）

○
出
演
俳
優　

片
岡
愛あ

い

之の

助す
け

、
中

村
壱か

ず

太た

郎ろ
う

、
中
村
隼
人
、
上か

み

村む
ら

吉き
ち

弥や

、
中
村
錦き

ん

之の

助す
け

○
演
目
・
引ひ

き

窓ま
ど

・
お
目め

見み

得え

口こ
う

上じ
ょ
う

・
茶ち

ゃ

壷つ
ぼ

○
チ
ケ
ッ
ト
料
金　

1
万
円（
全

席
指
定
）

※
公
演
の
見
ど
こ
ろ
を
、
9
月
25

日
発
行
の
市
広
報
紙
15
ペ
ー
ジ

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
出
石
永
楽
館
ま

た
は
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

《
問
合
せ
》
出
石
永
楽
館

　

☎
52
－
5
3
0
0

大
歌
舞
伎
公
演
のお

知
ら
せ

　

第
4
回
永
楽
館
大
歌
舞
伎
公
演
・
お
練ね

り

　
　

出
石
城
下
町
に
人
力
車
が
走
る

　
　
　

有
名
歌
舞
伎
役
者
が
目
の
前
を
パ
レ
ー
ド
!!

　

毎
年
6
月
の
第
1
日
曜
日
は
、

ク
リ
ー
ン
作
戦
の
基
準
日
で
す
。

　

今
年
は
延
べ
2
万
4
千
人
が
参

加
し
、
可
燃
ご
み
46
ト
ン
、
不
燃

ご
み
7
ト
ン
、
清
掃
土
砂
3
7
5

ト
ン
の
合
計
4
2
8
ト
ン
も
の
ご

み
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。
内
訳
は
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
瓶
、
缶
、
た
ば

こ
の
吸
殻
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
ご
み

や
古
タ
イ
ヤ
、
漁
具
、
テ
レ
ビ
な

ど
の
大
型
ご
み
で
す
。

　

ご
み
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、

不
法
投
棄
や
野
焼
き
は
、「
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
」に
違
反
し
、
5
年
以
下
の
懲

役
も
し
く
は
1
千
万
円
以
下（
法

人
は
3
億
円
以
下
）の
罰
金
、
ま

た
は
こ
れ
ら
の
併
科
と
い
う
と
て

も
厳
し
い
処
分
に
な
り
ま
す
。

　

心
無
い
人
に
よ
る
不
法
投
棄
が

根
絶
し
な
い
一
方
、
幹
線
道
路
脇

や
植
え
込
み
の
中
、
峠
道
な
ど
に

捨
て
ら
れ
た
ご
み
を
拾
っ
て
歩
く

方
が
い
ま
す
。
ま
た
、
定
期
的
に

海
岸
や
公
園
な
ど
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
清

掃
す
る
団
体
や
ク
ラ

ブ
も
あ
り
ま
す
。

　

ク
リ
ー
ン
作
戦
に
参
加
し
た
方

は
、
捨
て
ら
れ
た
ご
み
を
回
収
す

る
大
変
さ
と
地
域
の
環
境
美
化
の

大
切
さ
か
ら
、
決
し
て
ご
み
を
ポ

イ
捨
て
し
ま
せ
ん
。

　

誰
も
が
モ
ラ
ル
を
守
り
、〝
ご

み
の
な
い
美
し
い
ま
ち
豊
岡
〟
を

目
指
し
て
、
不
法
投
棄
根
絶
に
向

け
み
ん
な
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

 

《
問
合
せ
》
生
活
環
境
課
環
境
衛

生
係
☎
23
－
5
3
0
4

み
ん
な
で
美
し
い
豊
岡
を
…
⑦

ご
み
を『
捨
て
る
人
』『
拾
う
人
』

　
　
　
　
　
あ
な
た
は
ど
ち
ら
で
す
か
?

《平成22年度豊岡南・北警察署管内の廃棄物の
　　　 処理及び清掃に関する法律違反の処分結果》

事案の概要 処分結果

1２人共謀により河川敷で布団・カーペット・
タンスなど（約150kg）を不法焼却

A罰金40万円
B罰金30万円

2 駐車場に家庭ごみ１袋（約４kg）を不法投棄 罰金10万円

3 道路沿いの草むらに家庭ごみ１袋（約２kg）
を不法投棄 罰金10万円

4 空き地に家庭ごみ１袋（約500g）を不法投棄 罰金10万円

▲昨年のお練りの様子

▲お練りのコース
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《
平
成
23
年
7
月
〜
9
月
取
組
み
》

■
庁
内
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定

　

豊
岡
市
は
、
環
境
都
市「
豊
岡

エ
コ
バ
レ
ー
」を
目
指
し
て
い
ま

す
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
、
事
業
所
、
行
政
そ

れ
ぞ
れ
が
環
境
意
識
を
高
く
持
ち
、

環
境
活
動
に
持
続
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
全
市

民
を
巻
き
込
ん
で
活
動
を
展
開
す

る
前
に
、
ま
ず
職
員
の
環
境
意
識

を
統
一
さ
せ
、
目
指
す
目
標
を
同

じ
方
向
へ
向
け
る
べ
く
庁
内
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
具
体

的
取
組
み
を
実
践
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

■
7
月
8
日
豊
岡
市
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
オ
ー
プ
ン

　

東
京
有
楽
町
東
京
交
通
会
館
1

階
に
豊
岡
市
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
恵
み　

豊
岡
」が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

売
上
げ
ナ
ン
バ
ー
1
は「
玄
武

の
清
水
」で
次
は「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育

む
お
米
4
5
0
g
入
り
」と
な
っ

て
い
ま
す
。
安
全
安
心
な
水
や
米

が
良
く
売
れ
て
い
ま
す
。

■
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

　

市
で
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
太
陽

光
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
は
平

成
19
年
か
ら
の
4
年
間
で
市
庁
舎
、

学
校
等
公
共
施
設
に
1
3
2
台
を

導
入
し
ま
し
た
。
ま
た
、
9
月
1

日
に
は
、
県
内
で
初
の
ペ
レ
ッ
ト

生
産
工
場
が
出
石
町
奥
小
野
に
完

成
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

《
10
月
以
降
の
予
定
》

・
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
酒

類
の
販
売
や
期
間
限
定
の
テ
ス

ト
販
売
に
よ
っ
て
消
費
者
の
感

想
や
意
見
を
供
給
業
者
へ
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

商
品
の
導
入
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
の
活
用
で
さ
ら
な

る
売
上
げ
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

・
市
内
で
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利

用
を
促
進
す
る
た
め
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

を
購
入
す
る
場
合
、
購
入
金
額

の
半
額（
上
限
20
万
円
）を
補
助

し
ま
す
。
10
月
25
日（
火
）か
ら

受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

《
平
成
23
年
7
月
〜
9
月
取
組
み
》

■
世
界
一
田た

め
に
な
る
学
校

○
実
施
日
・
場
所　

8
月
9
日
・

東
京
大
学
弥
生
講
堂

○
主
催　

宮
城
県
大
崎
市
、
新
潟

県
佐
渡
市
、
豊
岡
市

○
内
容

・
テ
ー
マ　
「
命
と
田
ん
ぼ
の
つ

な
が
り
」

・
東
京
大
学
大
学
院
鷲
谷
い
づ
み

教
授
を
校
長
先
生
に
授
業
形
式

で
開
催

・
3
市
の
子
ど
も
た
ち（
本
市
は

コ
ウ
ノ
ト
リ
Kキ

ッ

ズ

I
D
S
ク
ラ

ブ
）が
地
域
の
取
組
み
を
発
表

■
Jジ
ャ

イ

カ

I
C
A
草
の
根
技
術
協
力
事

業「
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
結
ぶ
環
境
協

力
」（
平
成
22
年
〜
3
カ
年
計
画
）

　

県
と
市
で
は
、
N
P
O
法
人
食

と
農
の
研
究
所
を
実
施
機
関
と
し

J
I
C
A
の
全
面
支
援
に
よ
り
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
シ
ン
ボ
ル
と
す
る

環
境
教
育
と
環
境
創
造
型
農
業
を

介
し
て
農
村
環
境
改
善
に
向
け
た

国
際
協
力
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
実
施
日
・
場
所　

7
月
23
〜
27

日
、
中
国
浙せ

っ

江こ
う

省し
ょ
う

慈じ

渓け
い

市し

庵あ
ん

東と
ん

鎮ち
ん

○
内
容　

・
専
門
家
チ
ー
ム
8
人（
う
ち
豊

岡
関
係
5
人
）を
派
遣

・
環
境
教
育
の
実
践
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
や
環
境
教
材
の
作
成
準
備
、

農
作
物
と
生
き
も
の
を
同
時
に

育
む
農
法
の
基
本
理
念
説
明
等

■
ラ
ム
あ
る
き
2

○
実
施
日
・
場
所　

8
月
21
日
・

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
の
登
録

予
定
エ
リ
ア
の
円
山
川
下
流
域

○
内
容　

・
地
域
の
自
然
や
文
化
を
見
つ
め

る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

・
ツ
バ
メ
の
ね
ぐ
ら
入
り
見
学
等

■
東
京
大
学
の
豊
岡
実
習

○
実
施
日
・
場
所　

9
月
21
〜
24

日
・
田
結
区
ほ
か

○
内
容

・
湿
地
の
生
物
調
査
や
取
組
み
の

聞
き
取
り
な
ど
の
野
外
実
習

・
実
習
成
果
を
地
元
住
民
に
報
告

（
公
開
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

《
10
月
以
降
の
実
施
・
予
定
》

○
10
月
8
〜
11
日
、
J
I
C
A
草

の
根
技
術
協
力
事
業「
コ
ウ
ノ

ト
リ
が
結
ぶ
環
境
協
力
」で
専

門
家
チ
ー
ム
7
人（
う
ち
豊
岡

関
係
4
人
）を
中
国
に
派
遣

○「
豊
岡
市
生
物
多
様
性
地
域
戦

略
」策
定
に
向
け
、
11
月
1
日

（
火
）に
戦
略
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、
検
討
に
入
り
ま
す
。

平
成
23
年
度
〈
7
月
〜
9
月
〉

　
　

   
市
の
主
要
事
業
の
あ
ゆ
み

エ
コ
バ
レ
ー
の
推
進

生
物
多
様
性
関
連
事
業
の推進

新
庁
舎
建
設
事
業
の
推
進

　

新
庁
舎
建
設
工
事
で
は
、
周
辺

地
域
の
皆
さ
ん
に
大
変
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
て
い
ま
す
。

《
平
成
23
年
7
月
〜
9
月
取
組
み
》

■
工
事
の
状
況

○
新
庁
舎
建
築
工
事
…
大
型
重
機

に
よ
る
地
盤
改
良
工
事
を
実
施

し
ま
し
た
。

○
現
本
庁
舎
工
事
…
内
装
や
外
部

建
屋
を
解
体
し
、
補
修
工
事
を

実
施
し
ま
し
た
。

○
電
気
設
備
工
事
…
敷
地
周
辺
の

ケ
ー
ブ
ル
盛
替
え（
移
動
）工
事

を
実
施
し
ま
し
た
。

※
工
事
の
状
況
は
、
毎
月
1
回
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

《
10
月
以
降
の
予
定
》

　

敷
地
内
の
土
を
掘
削
・
搬
出
し
、

地
下
に
免
震
装
置
を
取
り
付
け
る

な
ど
、
基
礎
工
事
等
を
実
施
し
ま

す
。

▲地盤改良工事では、約千
本の砂杭を打ちました
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《
平
成
23
年
7
月
〜
9
月
取
組
み
》

■
上
限
2
0
0
円
バ
ス
社
会
実
験

事
業

　

全
但
バ
ス
神
鍋
線「
上
限
2
0 

0
円
バ
ス
社
会
実
験
」に
つ
い
て
、

実
際
に
朝
夕
の
増
便
を
設
定
し
、

「
お
試
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施

し
ま
し
た
。

○「
神
鍋
線
、
一
回
乗
っ
と
こ
!!

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」　

7
月
11
〜

18
日

○
協
定
書
締
結
式（
市
・
運
行
事

業
者
・
神
鍋
線
乗
っ
て
守
ろ
う

市
民
運
動
推
進
協
議
会
）　

9

月
20
日

○
意
見
交
換
会　

9
回
実
施

■
eイー
通
勤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

マ
イ
カ
ー
か
ら
公
共
交
通
機

関
で
の
通
勤
へ
転
換
す
る「
e
通

勤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
、「
上
限

2
0
0
円
バ
ス
社
会
実
験
」を
周

知
す
る
た
め
、
9
月
28
日
に
日
高

町
祢に

ょ
う布

交
差
点
で
街
頭
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

■
チ
ク
タ
ク
ひ
ぼ
こ
運
行
開
始

　

出
石
町
小
野
地
区
を
走
る
地
区

の
乗
合
タ
ク
シ
ー「
チ
ク
タ
ク
ひ

ぼ
こ
」が
、
7
月
13
日
、
運
行
を

開
始
し
ま
し
た
。
市
内
を
走
る
チ

ク
タ
ク
は
こ
れ
で
3
例
目
で
す
。

■「
こ
う
の
と
り
指
定
席
往
復
き

っ
ぷ
」購
入
者
へ
チ
ョ
ロ
Q
の

プ
レ
ゼ
ン
ト

　

特
急「
こ
う
の
と
り
」の
誕
生
記

念
と
利
用
促
進
を
目
的
に
、
J
R

江
原
駅
・
豊
岡
駅
・
城
崎
温
泉
駅

で
、
特
急「
こ
う
の
と
り
」を
利
用

し
た
往
復
切
符
を
購
入
し
た
方
を

対
象
に
、
豊
岡
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
限

定「
2
8
7
系
チ
ョ
ロ
Q
」を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
9

月
に
実
施
し
ま
し
た
。

■「
サ
ン
ス
ト
夏
の
夜
市
」公
共
交

通
P
R
活
動

　

市
街
地
循
環
バ
ス「
コ
バ
ス
」

と
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進
の
た

め
、
コ
バ
ス
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

○「
サ
ン
ス
ト
夏
の
夜
市
」7
月

20
・
27
日

■
K
T
R
市
民
号

・ 

「
な
な
え
の
学
校
の
遠
足
」と

題
し
て
、
8
月
20
日
、
宮
津
方

面
へ
K
T
R
市
民
号
を
運
行
し

ま
し
た
。

《
10
月
以
降
の
予
定
》

・
J
R
豊
岡
市
民
号
を
11
月
6
日

（
日
）〜
7
日（
月
）に
実
施
予
定

・
10
月
1
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

「
上
限
2
0
0
円
バ
ス
社
会
実

験
」の
期
間
中
、
利
用
促
進
に

努
め
ま
す
。

公
共
交
通
利
用
促
進

中
心
市
街
地
活
性
化

　

ま
ち
の
個
性
や
歴
史
、
伝
統
を

生
か
し
な
が
ら
、
暮
ら
し
や
す
い

「
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
る「
豊
岡
市
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
」を
策
定
し
ま

し
た
。

《
平
成
23
年
7
月
〜
9
月
取
組
み
》

■
豊
岡
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画

・
同
策
定
委
員
会
が
計
画
素
案
を

市
へ
報
告（
7
月
12
日
）

・
計
画
策
定（
8
月
3
日
）

〔
計
画
の
基
本
方
針
〕

○
メ
イ
ン
テ
ー
マ

　
「
豊
岡
」の
真
ん
中
で
営
み
続
け

る
〜
豊
岡
を
実
感
す
る
〜

○
基
本
方
針
の
テ
ー
マ
・
取
組
み

方
針

・
住
ま
う　

居
住
人
口
の
回
復
を

図
る
た
め
、
生
活
基
盤
施
設
の

集
積
を
生
か
し
、
ま
ち
な
か
で

暮
ら
し
た
く
な
る
魅
力
を
高
め

る
・
集
う　

楽
し
め
る
ま
ち
や
ま
ち

に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
図
る
た
め
、

ま
ち
に
来
る
機
会
や
回
遊
性
を

高
め
た
り
、
誇
り
と
愛
着
が
持

て
る
ま
ち
を
創
る

・
商
う　

商
業
空
間
の
創
出
を
図

る
た
め
、
今
あ
る
も
の
を
上
手

に
活
用
し
、
ま
ち
の
魅
力
を
高

め
、
ま
ち
の
顔
を
つ
く
る

○
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
情
報
発
信
強
化
事
業

・
人
材
育
成
事
業

・
イ
ベ
ン
ト
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

事
業

・
復
興
建
築
や
近
代
化
建
築
活
用

事
業「
市
役
所
南
庁
舎
別
館
等

活
用
事
業
」

・
か
ば
ん
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
事
業「
宵
田
商
店
街（
カ
バ
ン

ス
ト
リ
ー
ト
）空
き
店
舗
活
用

事
業
」

《
10
月
以
降
の
予
定
》

・
復
興
建
築
や
近
代
建
築
活
用
し

た
事
業
は
、
現
市
本
庁
舎
と
南

庁
舎
別
館
の
利
活
用
を
検
討
し
、

今
年
度
に
計
画
策
定
し
ま
す
。

・
宵
田
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
活

用
し
た
か
ば
ん
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
す
る
拠
点
整
備
事
業
計
画
も

今
年
度
策
定
し
ま
す
。

▲現市役所南庁舎別館が
兵庫縣農工銀行豊岡支店
だった当時の写真

《
平
成
23
年
7
月
〜
9
月
取
組
み
》

■
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
豊
岡
構

想
の
策
定

　

市
民
説
明
会
、
グ
ル
ー
プ
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
な
ど
の
意
見
を
受
け
、

さ
ら
に
市
民
の
代
表
に
よ
る
検
討

委
員
会
を
8
月
に
設
置
し
て
、
現

在
構
想
の
策
定
に
向
け
て
議
論
を

深
め
て
い
ま
す
。

○
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
ス
タ
ー
ト

　

こ
の
構
想
の
主
要
事
業
の
一
つ
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

「
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
」を
8
月
1

日
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

9
月
末
現
在
で
、
約
千
人
の

皆
さ
ん
が
こ
の
制
度
に
参
加
し
、

日
々
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
は
い
つ
か

ら
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
貯
ま

っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
社
会
貢
献
活
動

や
公
共

施
設
な

ど
の
利

用
券
と

交
換
で

き
る
制

度
で
す
。

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス

豊
岡
構
想
の
推
進▲健康ポイント対象の

ラジオ体操



〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

大
阪
の
新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

と
し
て
誕
生
し
た
大
阪
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
シ
テ
ィ
は
、
多
く
の
方
の
来

場
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
に
設
置
さ
れ
た「
大
阪
マ

ル
チ
ビ
ジ
ョ
ン
48
」で
、
本
市
観

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ「
ひ

と
っ
旅
。
豊
岡
」を
9
月
5
日
か

ら
10
月
2
日
ま
で
放
映
し
ま
し
た
。

　
「
シ
ャ
ー
プ
」や「
ド
コ
モ
」、「
コ

カ
コ
ー
ラ
」な
ど
の
名
だ
た
る
ブ

ラ
ン
ド
に
交
じ
り
、
ほ
ん
わ
か
イ

メ
ー
ジ
の「
豊
岡
」が
流
れ
、
何
と

も
良
い
感
じ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

〜
大
型
マ
ル
チ
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
迫
力
あ
る
豊
岡
市
Ｐ
Ｒ
〜

「
ひ
と
っ
旅と

び

。豊
岡
」＠O
saka Station City

　

9
月
24
・
25
日
の
2
日
間
、
円

山
川
城
崎
漕そ

う

艇て
い

場じ
ょ
う

お
よ
び
菊
屋
島

運
動
公
園
で
、「
第
20
回
全
国
市
町

村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
豊
岡
大
会
」を

開
催
し
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
、
ボ
ー
ト
場
の
あ
る

各
市
町
村
の
住
民
レ
ガ
ッ
タ
の
代

表
が
日
頃
の
成
果
を
競
い
つ
つ
、

交
流
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
4
年
か
ら
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
、
茨
城
県
潮い

た

来こ

市
で
開

催
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
東
日

本
大
震
災
の
影
響
で
開
催
を
辞
退

さ
れ
、
要
請
を
受
け
て
、
本
市
で

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
、
全
国
25
市
町
村

（
北
は
秋
田
県
大
潟
村
か
ら
南
は

鹿
児
島
県
薩さ

つ

摩ま

川せ
ん

内だ
い

市
ま
で
）か

ら
1
0
6
ク
ル
ー
・
約
8
0
0
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

男
女
別
で
成
年
の
部
、
壮
年
の

部
、
熟
年
の
部
と
議
会
議
員
の
部
、

議
会
議
員
シ
ニ
ア
の
部
の
計
8
部

門
で
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
、
各
部
門

1
位
か
ら
6
位
が
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　

今
大
会
か
ら
設
け
ら
れ
た
男
女

総
合
、
女
子
総
合
は
ど
ち
ら
も
長

野
県
下
諏
訪
町
が
栄
冠
に
輝
き
ま

し
た
。

　

地
元
豊
岡
か
ら
は
9
ク
ル
ー
が

参
加
し
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
入

賞
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

来
年
度
も
豊
岡
で
の
開
催
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
熱
戦
を

期
待
く
だ
さ
い
。

〜
豊
岡
の
ク
ル
ー
も
健
闘
〜

第
20
回
全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
開
催

▲力強くスタートを切る選手たち

　

10
月
1
日
、
神
鍋
線「
上
限

2
0
0
円
バ
ス
」社
会
実
験
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
社
会
実
験
は
、
豊
岡
市
全

体
の
将
来
の
バ
ス
交
通
の
あ
り
方

を
見
極
め
る
大
変
重
要
な
事
業
で

す
。
ス
タ
ー
ト
に
先
立
ち
、
市
、

運
行
事
業
者
、
お
よ
び
地
域
の
利

用
促
進
組
織「
神
鍋
線
乗
っ
て
守

ろ
う
市
民
運
動
推
進
協
議
会
」が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
果
た

す
こ
と
を
確
認
す
る「
協
定
書
」を

締
結
し
ま
し
た
。

　

実
験
中
は
、
最
大
で
6
8
0
円

掛
か
る
運
賃
を
上
限
2
0
0
円
に

設
定
し
、
通
学
・
通
勤
用
な
ど
に

対
応
で
き
る
朝
晩
便
を
増
便
し
て

い
ま
す
。

〜
持
続
可
能
な
公
共
交
通
を
目
指
し
て
〜

神
鍋
線「
上
限
２
０
０
円
バ
ス
社
会
実
験
事
業
」ス
タ
ー
ト

▲豊岡の魅力を繰り返し放映▲江原駅を出発する神鍋高原行きバス

【
9
月
】

12
日　

台
風
12
号
被
災
地
和
歌
山

県
古
座
川
町
へ
職
員
派
遣

（
〜
16
日
、
26
〜
30
日
）

13
日　

豊
岡
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

2
0
1
1（
〜
14
日
）

21
日　

東
京
大
学　

豊
岡
実
習

（
〜
24
日
）

23
日　

第
1
回
防
災
学
習
会

24
日　

全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ

タ
豊
岡
大
会（
〜
25
日
）

28
日  

新
潟
県
三
条
市
へ
市
職
員

長
期
派
遣（
〜
12
月
23
日
）

【
10
月
】

1
日
・
神
鍋
線「
上
限
2
0
0
円

バ
ス
社
会
実
験
事
業
」ス

タ
ー
ト

　
　

・
三
省
堂
書
店
の
文
庫
本
ブ

ッ
ク
カ
バ
ー
お
よ
び
栞し

お
り

に

本
市
イ
メ
ー
ジ
広
告
掲
出

（
〜
31
日
）

　
　

・
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
全
国
大

会「
洞
爺
湖
有
珠
山
大
会
」

（
北
海
道
洞
爺
湖
町
）参
加

　
　

・
東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ

の
当
面
支
援
が
終
了

2
日　

目
の
愛
護
デ
ー
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
「
守
ろ
う
1
8
0
0
0
0

の
ひ
と
み
」

3
日　

宮
城
県
美
里
町
長
が
災
害

復
興
支
援
お
礼
来
訪

広報とよおか　2011.10.25 16



　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
会
議
で
、
北

海
道
の
洞
爺
湖
・
有
珠
山
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

に
認
定
さ
れ
た
場
所
で
す
。

　

最
近
で
は
平
成
12
年
に
噴
火
し

て
い
ま
す
が
、
過
去
に
何
度
も
噴

火
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。
地
元
の

専
門
家
に
言
わ
せ
る
と
、
平
成
12

年
の
噴
火
は
く
し
ゃ
み
み
た
い
な

も
の
で
、
十
分
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
出

し
切
っ
て
い
な
い
の
で
、
い
ず
れ

ま
た
、
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
こ
に
は
火
山
マ
イ
ス
タ
ー
と

い
う
ジ
オ
ガ
イ
ド
の
方
々
が
お
ら

れ
ま
す
。
口
々
に
、
こ
れ
ま
で
に

3
回
噴
火
を
経
験
し
た
、
避
難
所

生
活
を
し
た
、
船
で
奇
跡
の
脱
出

を
し
、
み
ん
な
助
か
っ
た
、
と
い

う
よ
う
な
話
を
さ
れ
ま
す
。

　

で
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
、
思
わ
ず
聞
い
て
し
ま
い
ま

し
た
。「
人
生
で
3
回
噴
火
に
あ
っ

た
、
家
を
な
く
し
た
、
4
回
目
も

も
う
す
ぐ
や
っ
て
お
っ
し
ゃ
る
ん

で
す
が
、
な
ん
で
そ
ん
な
所
に
住

ん
で
は
る
ん
で
す
か
?
」

　

会
場
に
笑
い
が
起
き
ま
し
た
。

　

ホ
テ
ル
経
営
者
、「
そ
り
ゃ
、

8
億
円
も
借
金
抱
え
て
い
て
、
逃

げ
ら
れ
ん
か
っ
た（
笑
い
）。
で
も
、

ま
、
や
っ
ぱ
り
こ
こ
が
好
き
。
じ

い
様
は
魚
釣
り
が
好
き
で
こ
こ
に

移
り
住
ん
で
、
ば
あ
様
だ
け
で
な

く
、親
戚
ま
で
呼
び
寄
せ
ま
し
た
」

　

会
議
終
了
後
、
ジ
オ
ツ
ア
ー
に

参
加
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

白
い
煙
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
飛

ん
で
き
た
岩
で
天
井
や
窓
が
破
れ

た
幼
稚
園
、
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
民

家
、
1
階
が
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た

町
営
住
宅
、
押
し
流
さ
れ
た
橋
。

住
民
の
働
き
か
け
で
、
未
来
へ
の

伝
言
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
は
、
京
都
か
ら
移
り
住

ん
だ
男
性
で
し
た
。「
何
十
年
か
に

一
度
、
噴
火
が
あ
り
ま
す
。
避
難

所
生
活
も
経
験
し
ま
し
た
。
で
も
、

噴
火
も
逃
げ
れ
ば
大
丈
夫
。
後
は
、

と
っ
て
も
素
敵
で
す
。
い
っ
そ
、

洞
爺
湖
に
住
み
ま
せ
ん
か
?
」

　

あ
ん
な
ひ
ど
い
目
に
遭
っ
て
も
、

や
っ
ぱ
り
こ
こ
で
生
き
て
い
き
た

い
。
生
き
て
い
く
。
そ
ん
な
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

洞
爺
湖
有
珠
山
か
ら

48

■
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
支
援

　

関
西
広
域
連
合
支
援
と
し
て
、

宮
城
県
南
三
陸
町
へ
市
職
員
を
派

遣（
豊
岡
市
第
24
陣
ま
で
）し
て
き

ま
し
た
が
、
10
月
1
日
を
も
っ
て
、

当
面
の
派
遣
を
終
了
し
ま
し
た
。

■
新
潟
・
福
島
豪
雨
被
災
地
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
援

　

7
月
の
新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害

で
農
地
、
農
業
施
設
な
ど
に
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
新
潟
県
三
条
市

か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
災
害
復
旧

経
験
の
あ
る
本
市
技
術
職
員
を
9

月
28
日
か
ら
12
月
23
日
ま
で
長
期

派
遣
し
ま
す
。

■
台
風
12
号
の
被
災
地
支
援

　

市
は
、
台
風
12
号
に
よ
り
全
世

帯
の
約
3
分
の
1
以
上
が
床
上
浸

水
と
い
う
大
き
な
被
害
を
受
け
た

和
歌
山
県
古
座
川
町
へ
、
市
職
員

を
派
遣（
9
月
12
〜
16
日
、
26
〜

30
日
）し
、
災
害
廃
棄
物
の
処
理

を
支
援
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
豊
岡
市
社
会
福
祉
協

議
会
と
市
で
は
、「
台
風
12
号
災

害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」を
募
り
、

9
月
17
日
か
ら
19
日
ま
で
同
県
那

智
勝
浦
町
へ
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ

　

平
成
22
年
度
の
㈶
日
本
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
の
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
に
か
か
る
費
用
が
ま
と
ま

り
、
市
が
協
会
に
リ
サ
イ
ク
ル
処

理
を
委
託
し
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
つ
い
て
、
異
物
の
混
入
や
汚
れ

の
程
度
が
優
れ
て
い
る
と
判
定
さ

れ
、
費
用
の
低
減
化
に
貢
献
し
た

と
し
て
、
協
会
か
ら「
再
商
品
化

合
理
化
拠
出
金
」を
受
け
取
り
ま

し
た
。

　

拠
出
金
は
、
平
成
20
年
度
か
ら

毎
年
度
受
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
市
民
の
ご
み
分
別
に

対
す
る
理
解
と
実
践
、
家
庭
ご
み

収
集
委
託
業
者
や
豊
岡
清
掃
セ
ン

タ
ー
で
の
品
質
管
理
の
徹
底
に
よ

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
も
、

ご
み
の
適
正
分
別
処
理
に
協
力
く

だ
さ
い
。

■
再
商
品
化
合
理
化
拠
出
金
額　

ご
み︵
資
源
︶分
別
が
優
れ
た
豊
岡
市
に
対
し
、

㈶
日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
か
ら
拠
出
金
が
配
分
さ
れ
ま
し
た

〜
市
職
員
や
災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
、義
援
金
な
ど
〜

東
日
本
大
震
災
や
新
潟
・
福
島
豪
雨
、台
風
12
号
の
被
災
地
を
支
援

　

5
7
6
万
6
5
0
1
円

■
拠
出
金
と
は

　

各
自
治
体
か
ら
引
き
渡
さ
れ
た

リ
サ
イ
ク
ル
収
集
物
の
リ
サ
イ
ク

ル
に
必
要
と
想
定
し
て
い
た
費
用

に
対
し
、
実
際
に
掛
か
っ
た
費
用

が
下
回
り
、
協
会
か
ら
分
別
の
質

が
優
れ
て
い
る
な
ど
の
認
定
を
受

け
た
自
治
体
は
、
差
額
の
2
分
の

1
を
拠
出
金
と
し
て
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ィ
ア
バ
ス
を
運
行
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、豊

岡
市
区
長
連

合
会
と
市
は
、

台
風
12
号
の

被
災
地
に
贈

る
義
援
金
を

10
月
に
募
り
、

甚
大
な
被
害

の
あ
っ
た
和

歌
山
・
奈
良
・

三
重
県
の
災

害
対
策
本
部

に
届
け
ま
す
。

▲古座川町へ向かう災害廃棄物処理支援隊
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ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
ま
つ
り

自
然
豊
か
な
湿
地
一
帯
は

大
に
ぎ
わ
い
！

城 崎城 崎

制
作
と
手
芸
に
ト
ラ
イ

世
界
に
一
つ
だ
け
の

タ
ペ
ス
ト
リ
ー

竹 野竹 野

豊
岡
城
下
町
あ
る
き
体
験
講
座

京
極
家
の
菩
提
寺
を
訪
ね
て

豊 岡豊 岡

▲胴長を着ての湿地散策。足元に気を取られ、ガイドの
話も…聞いてる？

　

10
月
9
日
、
豊
岡
城
下
町
あ
る
き
体
験
講
座（
豊

岡
の
城
下
町
を
活い

か
す
会
・
豊
岡
観
光
協
会
主
催
）

が
開
催
さ
れ
、
約
15
人
の
参
加
者
は
、
元
禄
時
代
の

絵
図
を
片
手
に
、
豊
岡
城
下
町
を
探
訪
し
ま
し
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
、「
興こ

う

国こ
く

寺じ

と
瑞ず

い

泰た
い

寺じ

を
巡
る
」と
題
し
て
、
江
戸
時
代
豊
岡
藩
を
治
め
て

い
た
京
極
家
の
菩
提
寺
な
ど
を
訪
ね
歩
き
ま
し
た
。

　

幻
の
大
寺
院
と
い
わ
れ
て
き
た
興
国
寺
境
内
が
、

藩
主
の
館
と
ほ
ぼ
同
規
模
で
、目
を
見
張
る
ほ
ど
大
き

か
っ
た
こ
と
や
、廃
藩
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
…
。絵
図
と
今
の
地
形
と
が

ど
う
重
な
る
の
か
の
解
説
を
受
け
た
参
加
者
は
、
い

に
し
え
の
城
下
町
に
思
い
を
は
せ
て
い
ま
し
た
。

　

9
月
18
日
、
城
崎
町
今
津
の
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島

湿
地
で「
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
ま
つ
り
」（
コ
ウ

ノ
ト
リ
湿
地
ネ
ッ
ト
主
催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

管
理
棟
内
で
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
談
議
や「
う
た
の

ひ
ろ
ば
」が
、
屋
外
で
は
、
た
こ
焼
き
や
農
産
物
加

工
品
、
軽
食
な
ど
の
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
湿
地
散
策
」で
は
、
胴
長
を
着
て
水
位
の
高
い
湿

地
を
歩
く
た
め
、
参
加
し
た
約
20
人
は
、
歩
く
た
び

に
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
春
先
か
ら
試
行
錯
誤
し
て
完
成
し
た
地
元

食
材
満
載
の「
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
弁
当
」が
初
お
目
見
え
。

8ハ
チ

5ゴ

6ロ
ー

円
で
販
売
さ
れ
、
用
意
さ
れ
た
50
食
分
は
す

ぐ
に
売
り
切
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
人
気
で
し
た
。

　

10
月
４
日
、
竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー（
竹
野
町
和

田
）に
親
子
が
集
ま
り
、
地
区
公
民
館
の
文
化
祭
に

出
品
す
る
タ
ペ
ス
ト
リ
ー（
壁
掛
け
）を
作
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
色
と
り
ど
り
の
布
や
リ
ボ
ン
、
ス
パ

ン
コ
ー
ル
、
造
花
な
ど
が
並
び
、
好
き
な
材
料
を
選

ん
で
、
各
自
思
い
思
い
に
描
き
、
個
性
豊
か
な
タ
ペ

ス
ト
リ
ー
が
で
き
て
い
き
ま
す
。
18
日
に
は
、
同
セ

ン
タ
ー
で
活
動
す
る
全
グ
ル
ー
プ
が
集
ま
り
、
出
品

作
品
を
共
同
制
作
し
ま
し
た
。　

　

参
加
し
た
井
垣
千
夏
さ
ん（
竹
野
町
竹
野
）は
、「
子

ど
も
が
レ
イ
ア
ウ
ト
し
ま
し
た
。
下
に
カ
レ
ン
ダ
ー

を
貼
る
な
ど
、
子
ど
も
が
喜
ん
で
使
う
も
の
を
作
り

た
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲指導・引率の方の解説に感嘆の声が！　

▲子どものアイデアも生かして…。出来上がるのが楽
しみ
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日ひ
　
で出
神
社
千
本
餅
つ
き

威
勢
の
よ
い
声
が
響
き
ま
す

但 東但 東

日 高日 高

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲未舗装の山道を勢いよく走り抜ける参加者ら（中学生･
一般の部）〔高原内特設コース（約2.2km）〕

　

10
月
1
〜
2
日
の
2
日
間
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

大
会
in
神
鍋
高
原（
同
実
行
委
員
会
主
催
）が
神
鍋
高

原
で
初
め
て
開
催
さ
れ
、
約
1
5
0
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
2
日
に
は
、M
T
B
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
が

高
原
内
特
設
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
小
学
生
か
ら
一
般

の
約
50
人
が
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

3
･
4
年
生
の
部
優
勝
の
清
水
壱い

っ

成せ
い

君（
市
川
町
・

4
年
）は「
し
ん
ど
か
っ
た
け
ど
走
り
や
す
く
楽
し
か

っ
た
。
ま
た
来
た
い
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
は
両
日
、
地
元
グ
ル
メ
の
屋
台
や
お
も

し
ろ
自
転
車
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
来
場
者
ら
に

喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
今
後
、
コ
ー
ス
の
一
部
は
常

設
コ
ー
ス
と
し
て
1
日
5
0
0
円
で
利
用
で
き
ま
す
。

▲リズムよく餅をつく中学生

　

10
月
8
日
、
日
出
神
社（
但
東
町
南
尾
）で
、
五
穀

豊
穣
、
家
内
安
全
な
ど
を
願
い
、
千
本
餅
つ
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

千
本
餅
つ
き
は
、
約
4
0
0
年
前
に
世
の
中
の
平

穏
無
事
、無
病
息
災
、五
穀
豊
穣
を
祈
念
し
た
こ
と
が

始
ま
り
と
い
わ
れ
、
4
人
1
組
で
臼
を
囲
み
、「
お
い

っ
！
」の
掛
け
声
と
と
も
に
順
番
に
餅
を
つ
き
ま
す
。

　

中
学
生
が
つ
い
て
い
る
と
、
周
り
の
参
加
者
か
ら

「
が
ん
ば
れ
ー
」「
上
手
だ
ぞ
」と
声
が
掛
か
り
、
餅

を
つ
く
手
に
も
力
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

つ
い
た
餅
は
、
参
加
者
に
振
る
舞
わ
れ
、
き
な
粉

の
香
り
が
漂
う
中
、
皆
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま

し
た
。

出
石
藩
き
も
の
祭
り

和
装
で
彩
ら
れ
た
城
下
町
…

江
戸
時
代
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
!!

出 石出 石
　

9
月
23
〜
25
日
の
3
日
間
、
出
石
総
合
支
所
前
広

場
で
、
出
石
藩
き
も
の
祭
り（
同
実
行
委
員
会
主
催
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

23
日
は
、「
第
1
回
出
石
皿
そ
ば
お
か
も
ち
競
争
」

が
行
わ
れ
、
3
人
1
組
の
9
チ
ー
ム
が
参
加
。
3
人

は
、
お
か
も
ち
を
持
っ
て
走
る「
走
り
屋
」、
途
中
で

そ
ば
を
盛
る「
盛
り
屋
」、
ゴ
ー
ル
で
そ
ば
を
食
べ
る

「
食
べ
屋
」に
分
か
れ
、
食
べ
終
わ
る
ま
で
の
時
間
を

争
い
ま
し
た
。
優
勝
し
た
出
石
高
校
チ
ー
ム「
出い

ず

高こ
う

フ
ァ
イ
ト
」で
、
食
べ
屋
を
担
っ
た
真さ

な

田だ

佳か

穂ほ

さ
ん

（
1
年
）は「
朝
ご
は
ん
を
抜
い
た
か
い
が
あ
り
ま
し

た
。
普
段
は
空
手
着
な
の
で
、
着
物
は
女
性
っ
ぽ
く

て
い
い
で
す
ね
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。 ▲｢おかもち｣を片手に、スタートする走り屋。難関を乗

り越え、ゴールまでたどり着けるか…

２
０
１
１
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
大
会
in
神
鍋
高
原

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク（
Ｍ
Ｔ
Ｂ
）で

神
鍋
高
原
の
風
を
感
じ
よ
う
！
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〝
健
美
食
〟発
表
会
開
催

　

但
馬
の
貴
重
な
地
域
資
源
で
あ

る
ジ
ビ
エ
を
地
域
に
根
付
か
せ
る

た
め
、
市
の
支
援
を
受
け
、
７
月

13
日
に
北
村
さ
ん
経
営
の
ペ
ン
シ

ョ
ン
で
、
雑
誌
編
集
者
や
記
者
ら

を
招
き
ジ
ビ
エ
料
理
の
発
表
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
ス
ペ
ア
リ
ブ
や

コ
ロ
ッ
ケ
、
鍋
な
ど
13
品
を
提
供
。

ど
れ
も
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
て
食
べ

や
す
い
と
好
評
で
し
た
。
中
で
も

「
北
村
わ
さ
び
と
鹿
ス
モ
ー
ク
の

ジ
ビ
エ
寿
司
」は
、
し
ょ
う
ゆ
漬

け
地
元
産
ワ
サ
ビ
の
葉
と
薫
製
に

し
た
シ
カ
肉
の
相
性
が
抜
群
で
す
。

　

今
で
は
15
種
類
の
ジ
ビ
エ
料
理

が
作
れ
る
北
村
さ
ん
。「
神
鍋
の

豊
か
な
自
然
を
健
康
的
な
食
事
と

一
緒
に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。

神
鍋
は
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
、
お
い

し
い
食
と
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境

が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
共
通
の『
健

康
』を
柱
に
、地
域
で
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
し
て
い
き
た
い
で
す
」と
さ
ら

な
る
高
み
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
臭
い
」「
硬
い
」と
い
っ
た
シ
カ
肉
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭

し
、食
べ
て
体
の
中
か
ら
美
し
く
な
れ
る〝
健
美
食
〟作
り
に

取
り
組
む
元
気
な
女
性
を
紹
介
し
ま
す
。

北
村
泳え

い

子こ

さ
ん（
56
歳
）日
高
町
山
田

食
べ
て
体
の
中
か
ら
美
し
く
！

〝
健
美
食
〟
に
取
り
組
む
元
気
人

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」

ジビエ＆神鍋高原野菜の“健美食”発表会

とても若々しい北村さん。ジビエ効果？マウンテンバイク大会in神鍋高原に出店

ぼ
う
」と
考
え
、
商
工
会
の
協
力

を
得
て
、
平
成
21
年
11
月
、
東
京

を
中
心
に
活
躍
す
る
フ
ラ
ン
ス
料

理
の
シ
ェ
フ
、
酒
井
一
之
さ
ん
を

招
い
て
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

研
究
熱
心
な
北
村
さ
ん
は
、
当
日
、

自
身
で
考
え
た
シ
カ
肉
の
薫
製
を

酒
井
シ
ェ
フ
に
提
供
。
巨
匠
を
う

な
ら
せ
ま
し
た
。

「
神
鍋
鹿
の
子
会
」発
足

　

数
種
類
の
ジ
ビ
エ
料
理
が
作
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
会
で
は
、
東
京

ま
で
出
向
き
、
酒
井
シ
ェ
フ
の
手

ほ
ど
き
を
受
け
た
り
、
道
の
駅

「
神
鍋
高
原
」の
ジ
ャ
ズ
バ
イ
キ
ン

グ
に
ジ
ビ
エ
料
理
を
提
供
し
た
り

し
ま
し
た
。「
こ
こ
ま
で
き
た
ら

引
き
続
き
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

し
た
」と
話
す
北
村
さ
ん
は
、
日

高
町
商
工
会
観
光
女
性
部
を
解
散

し
て
神
鍋
観
光
協
会
女
性
部
を
立

ち
上
げ
る
際
に
、
さ
ら
に
深
く
ジ

ビ
エ
料
理
を
研
究
し
、
女
性
の
力

で
地
域
を
元
気
に
す
る
た
め
平
成

22
年
4
月
に「
神
鍋
鹿
の
子
会
」

（
当
時
）を
7
人
で
発
足
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
酒
井
シ
ェ
フ
と
連
絡
を

取
り
な
が
ら
、
講
習
会
を
開
い
た

り
メ
ニ
ュ
ー
の
考
案
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
神
鍋
高
原
野
菜
を
取
り

入
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
も
増
え
、
メ
ン

バ
ー
も
10
人
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
経
済
成
長
の
主
要
な

戦
略
と
し
て「
食
の
都
づ
く
り
戦

略
」を
掲
げ
、
豊
岡
の
食
を
見
つ

め
直
し
、
そ
の
魅
力
に
磨
き
を
か

け
、
集
客
に
つ
な
げ
て
い
く
取
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
数
あ
る
食

材
の
中
か
ら「
豊
岡
の
食
材
」と
し

て
考
え
て
い
る
の
が「
但
馬
牛
･

経
産
牛
」と「
ジ
ビ
エ（
シ
カ
肉
）」。

経
済
成
長
戦
略
の
一
翼
を
担
う

　

こ
の
ジ
ビ
エ
を
使
っ
て
お
い
し

く
、
し
か
も
体
の
中
か
ら
美
し
く

な
れ
る〝
健
美
食
〟メ
ニ
ュ
ー
作
り

に
取
り
組
む
の
は「
神
鍋
女
将
鹿か

の
子
会
」。
代
表
の
北
村
泳
子
さ

ん
は「
シ
カ
肉
は
低
カ
ロ
リ
ー
高

タ
ン
パ
ク
で
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
。
牛

肉
に
比
べ
て
脂
質
が
少
な
く
と
っ

て
も
ヘ
ル
シ
ー
。
ま
さ
に
夢
の
よ

う
な
食
材
で
す
」と
話
し
ま
す
。

　

日
高
町
商
工
会
観
光
女
性
部
長

を
務
め
て
い
た
北
村
さ
ん
は
、
豊

岡
市
経
済
成
長
戦
略
会
議
の
メ
ン

バ
ー
で
し
た
。「
会
議
後
、『
ジ
ビ

エ
料
理
を
き
っ
か
け
に
、
神
鍋
の

魅
力
を
さ
ら
に
高
め
ま
せ
ん
か
』

と
市
の
職
員
か
ら
話
が
あ
り
、
気

に
留
め
て
い
ま
し
た
」と
話
す
北

村
さ
ん
。
商
工
会
女
性
部
で
ジ
ビ

エ
料
理
の
講
習
会
を
開
催
す
る
こ

と
を
思
い
付
き
ま
す
。「
同
じ
や
る

な
ら
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
巨
匠
を
呼

※現在、｢豊岡・ジビエな秋旅～神鍋高原ジオスター☆キャンペーン～」実施中〔～11月６日（日）〕。あなたも神鍋高原で体の中から美しくなりませんか。

まろやかキャベツ鹿カレー

甘玉くシカつ

※ジビエとは、狩猟により捕獲された野生動物のこと（ここでは、その中のシカ肉を指す） 広報とよおか　2011.10.25 20



日
本
舞
踊
・
お
茶
・
邦
楽
を
一
度
に
楽
し
め
ま
す

　
　

三
つ
の
会（
城
崎
）

奈
佐
幼
稚
園
（
豊
岡
）

〈
園
児
14
人
〉

●
幼稚園

編

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

�

　

な
ん
と
か
乗
る
こ
と
が
で
き
た

園
児
た
ち
は「
○
歩
歩
け
た
」「
○

秒
乗
れ
た
」と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

全
員
が
乗
れ
る
日
も
近
い
で
し

ょ
う
。

好
き
な
遊
び

　

竹
馬
を
終
え
る

と
そ
れ
ぞ

れ
ブ
ラ
ン

コ
や
す
べ

り
台
、
砂

場
で
好
き

な
遊
び
を
し
ま
す
。

　

網
を
使
い
、
と
ん

ぼ
を
捕
ま
え
る
と
、

大
騒
ぎ
で
す
。「
と
ん
ぼ
捕
ま
え
た

!
」、「
誰
か
か

ご
持
っ
て
き

て
ー
」。
他

の
園
児
が
か

ご
を
持
っ
て

く
る
と
、
逃

げ
な
い
よ
う
に
か

ご
の
中
に
と
ん
ぼ
を

入
れ
て
い
ま
し
た
。

後
片
付
け
も
み
ん
な
で

　

遊
ん
だ
後
は
、
後
片
付
け
も
き

ち
ん
と
し
ま
す
。
み
ん
な
で
使
っ

た
椅
子
や
砂
場
道
具
な
ど
を
元
の

場
所
へ
戻
し
ま
し
た
。

　

奈
佐
幼
稚
園
は
、
す
ぐ
裏
に
奈

佐
川
が
流
れ
、
周
り
を
緑
に
囲
ま

れ
た
自
然
豊
か
な
場
所
に
あ
り
ま

す
。

　

10
月
4
日
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
が

香
る
気
持
ち
の
良
い
天
気
の
中
、

「
そ
と
あ
そ
び
」が
行
わ
れ
ま
し
た

の
で
、
そ
の
様
子
を
の
ぞ
い
て
み

ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
タ
イ
ム

　

外
に
出
る
と
、
ま
ず
、
み
ん
な

で「
目
覚
ま
し
体
操
」を
行
い
、
元

気
に
体
を
動

か
し
ま
す
。

　

次
は
竹
馬

の
練
習
で
す
。

竹
馬
は
、
6

月
に
親
子
で

一
緒
に
作
っ

た
も
の
で
、

夏
休
み
期
間

中
は
家
に
持
っ
て
帰
り
、
練
習
を

積
ん
で
い
ま
し
た
。

う
ま
く
乗
れ
な
い
な
あ

　

園
で
乗
り
始
め
た
の
は
運
動
会

が
終
わ
っ
て

か
ら
。

　

ま
ず
は
、

壁
を
背
に
し

た
り
、
鉄
棒

を
支
え
に
し

た
り
し
な
が
ら
竹

馬
に
両
足
を
乗
せ

る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。

　

ま
だ
上
手
に
乗
れ
な
い
園
児
は
、

先
生
に
補
助
し
て
も
ら
っ
た
り
、上

手
に
乗
れ
る
園
児
に
教
え
て
も
ら

っ
た
り
し
な

が
ら
練
習
し

て
い
ま
し
た
。

　

先
生
が
支

え
て
い
る
手

を
離
す
と

「
先
生
、
ま

だ
離
し
た
ら
だ
め
ー
」な
ど
不
安

な
声
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。

　

三
つ
の
会
は
、
日
本
舞
踊
・
お

茶
・
邦
楽（
尺
八
、三
味
線
、
琴
）

の
三
種
類
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

か
ら
10
年
以
上
前
に
発
足
し
、
会

員
数
は
25
人
。

　

日
本
舞
踊
、
お
茶
、
邦
楽
が
そ

れ
ぞ
れ
で
活
動
す
る
よ
り
、
一
緒

に
し
た
ほ
う
が
に
ぎ
や
か
に
な
っ

て
楽
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
会
を

立
ち
上

げ
、
合

同
で
演

奏
会
な

ど
を
行

う
よ
う

に
な
り

ま
し
た
。

　

普
段

の
練
習

は
そ
れ

ぞ
れ
が
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す

が
、
会
と
し
て
集
ま
っ
て
、
毎
年

お
正
月
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
は
ま
な
す
苑
」で
演
奏
会
を
開
催

し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露

し
て
い
ま
す
。

　

演
奏
会
は
、
尺
八
や
琴
な
ど
の

邦
楽
演
奏
に
併
せ
て
お
茶
点で

前ま
え

を

披
露
し
ま
す
。
そ
の
後
、
お
茶
が

振
る
舞
わ
れ
、
日
本
舞
踊
と
続
き

ま
す
。
会
場
に
い
る
皆
さ
ん
は
手

拍
子
を
し
な
が
ら
一
緒
に
楽
し
み

ま
す
。

　

は
ま
な
す
苑
の
皆
さ
ん
は「
毎
年

楽
し
み
に
し
て
い
る
」、「
三
つ
の
会
の

皆
さ
ん

が
来
な

い
と
正

月
を
迎

え
た
気

に
な
ら

な
い
」

と
話
し

ま
す
。

　

代
表

の
西
垣

雅
代
さ
ん
は「
活
動
は
、
こ
れ
か

ら
も
地
道
に
継
続
し
て
い
き
た

い
で
す
。
活
動
の
一
番
の
魅
力
は
、

演
奏
会
を
見
て
い
た
だ
い
た
方
々

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
で
す
。

声
を
掛
け
て
も
ら
え
れ
ば
、
ど
こ

へ
で
も
伺
い
ま
す
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

入
会
希
望
・
問
合
せ
は
、
西
垣

さ
ん
ま
で
。
☎
32
－
2
8
2
7

▲演奏会で尺八、琴、お茶点前を披露する会員

▲琴、日本舞踊の練習に励む会員
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く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
31

　

～
要
警
戒
！
自
然
災
害
に
便
乗
し
た
悪
質
商
法
な
ど
～

広報とよおか　2011.10.25 22

り
ま
し
た
。

︱
耐
用
年
数
は
？

　

10
年
以
上
で
す
。

︱
出
石
総
合
支
所
で
は
、
6
年
目

　

以
降
は
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
ね
。

　

光
熱
水
費
以
外
に
も
、
カ
ー
テ

ン
や
じ
ゅ
う
た
ん
な
ど
の
日
焼
け
、

劣
化
を
防
ぐ
効
果
も
あ
り
ま
す
。

︱
屋
根
、
外
壁
の
遮
熱
効
果
は
？

　

遮
熱
塗
料
を
屋
根
、
外
壁
に
塗

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
太
陽
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
反
射
し
、
室
内
温
度

が
5
〜
6
度
下
が
り
ま
す
。
ま
た
、

保
温
効
果
や
屋
根
、
外
壁
の
劣
化

を
防
ぐ
効
果
も
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

下
さ
い
。

　

http://w
w
w
.kitakinki.jp/

︱
御
社
の
環
境
経
済
型
事
業
は
？

　

遮
熱
塗
料
の
塗
装
に
よ
る
窓
ガ

ラ
ス
、
屋
根
、
外
壁
の
遮
熱
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
遮
熱
塗

料
は
、
太
陽
熱
を
反
射
し
、
紫
外

線
や
赤
外
線
を
カ
ッ
ト
し
ま
す
。

そ
の
結
果
、
冷
暖
房
機
器
の
使
用

が
減
り
、
光
熱
水
費
削
減
と
地
球

温
暖
化
防
止
に
役
立
ち
ま
す
。

︱
窓
ガ
ラ
ス
の
遮
熱
効
果
は
？

　

透
明
な
遮
熱
塗
料
を
窓
の
内
側

に
塗
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
窓
か
ら

出
入
り
す
る
熱
を
減
ら
し
ま
す
。

︱
光
熱
水
費
の
削
減
額
は
？

　

出
石
総
合
支
所
で
は
、
8
カ
月

で
約
80
万
円（
約
12
パ
ー
セ
ン
ト
）

削
減
で
き
ま
し
た
。

︱
施
工
費
用
は
？

　

塗
装
面
積
が
30
平
方
メ

ー
ト
ル
以
上
な
ら
、
1
平

方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
6
千

円
程
度
で
す
。
た
だ
、
出

石
総
合
支
所
は
窓
が
大
き

く
て
足
場
が
必
要
だ
っ
た

の
で
約
5
0
0
万
円
掛
か

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付

い
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

○
貴
金
属
買
取
サ
ー
ビ
ス
は
、
ク

ー
リ
ン
グ
オ
フ（
訪
問
販
売
な

ど
で
購
入
契
約
し
た
者
が
、
一

定
期
間
な
ら
ば
契
約
を
解
除
で

き
る
制
度
）の
適
用
が
な
い
の

で
一
度
売
却
し
た
も
の
を
、
取

り
戻
す
こ
と
は

困
難
で
す
。
慎

重
に
判
断
し
ま

し
ょ
う
。

○
不
意
打
ち
的
に

買
取
り
を
勧
誘
さ
れ
、
買
取
価

格
が
妥
当
か
ど
う
か
比
較
検
討

で
き
な
い
ま
ま
契
約
さ
せ
ら
れ

る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
そ
の
場
で

す
ぐ
に
契
約
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

○
買
い
取
っ
て
も
ら
う
つ
も
り

が
な
け
れ
ば
き
っ
ぱ
り
と
断
り
、

自
宅
に
入
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
盗
ま
れ
た
と
き
、
脅

さ
れ
た
と
き
は
す
ぐ
に
最
寄
り

の
警
察
署
へ
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

　

東
日
本
大
震
災
、
台
風
被
害
で

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
規
模
な
自
然
災
害
の
後
に
は
、

災
害
に
便
乗
し
た﹁
点
検
商
法
﹂や

﹁
か
た
り
商
法
﹂な
ど
の
悪
質
商
法

が
横
行
し
ま
す
。
手
口
は
さ
ま
ざ

ま
で
、
被
災
地
だ
け
で
な
く
全
国

的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
例
を
挙

げ
て
紹
介
し
ま
す
。

・
自
治
体
の
職
員
や
自
治
体
の
依

頼
業
者
と
名
乗
り（
か
た
り
商

法
）、
家
屋
の
無
料
点
検
と
言

っ
て
床
下
を
点
検（
点
検
商
法
）

し
、﹁
基
礎
に
ひ
び
が
入
っ
て
い

る
﹂﹁
配
管
が
ず
れ
て
水
漏
れ
し

て
い
る
﹂な
ど
と
う
そ
を
言
っ

た
り
、﹁
こ
の
ま
ま
だ
と
家
が
倒

れ
る
﹂と
不
安
を
あ
お
り
、
不

必
要
で
高
額
な
工
事
契
約
を
結

ば
さ
れ
た
。

・
わ
ざ
と

設
備
を

壊
し
て

工
事
契

約
を
結

ば
さ
れ

た
。

ア
ド
バ
イ
ス

○
頼
ん
で
も
い
な
い
の
に
押
し
か

け
て
き
て
、
し
つ
こ
く
契
約
を

迫
る
業
者
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
自
治
体
は
家
屋
の
被
害
調
査
を

実
施
し
ま
す
が
、
工
事
業
者
を

紹
介
し
た
り
、
工
事
を
施
工
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・﹁
貴
金
属
買
取
業
者
﹂と
名
乗

る
男
性
が
訪
問
し
、
売
り
上
げ

の
一
部
を
震
災
の
義
援
金
に
す

る
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

貴
金
属
を
買
い
取
っ
て
も
ら
っ

た
。
後
か
ら
買
取
価
格
が
安

過
ぎ
る
と
業
者
に
対
し
て
解
約

を
申
し
出

た
と
こ
ろ
、

受
け
付
け

て
も
ら
え

な
か
っ
た
。

・
女
性
宅
に

業
者
が
訪
問
し
、﹁
貴
金
属
を
見

せ
て
ほ
し
い
﹂と
言
っ
た
。
指

輪
な
ど
を
見
せ
、
結
局
売
ら
ず

に
帰
ら
せ
た
が
、
後
で
ケ
ー
ス

に
入
っ
て
い
た
は
ず
の
指
輪
が

︽
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
︾

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21
－
9
0
0
1

　
「
環
境
を
良
く
す
る
事
業
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、環

境
と
経
済
は
互
い
に
発
展
し
合
う
」。こ
の
よ
う
な
環
境
経
済
型
事
業
に

取
り
組
む
企
業
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》経
済
課
経
済
係
☎
23

－

4
4
8
0

　
「
環
境
を
良
く
す
る
事
業
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、環

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

環
境
経
済
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！
⑫

株
式
会
社
北
近
畿
緑
地
建
設

企業紹介

貴
金
属
買
取
被
害

▲窓ガラスの遮熱の仕組み

か
た
り
商
法
、
点
検
商
法
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ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
男
子
カ
ヤ
ッ
ク

シ
ン
グ
ル

▽
松
永
和
也（
出
石
町
魚
屋
出
身
）

■
卓
球
競
技　

少
年
男
子

▽
榮え
い

次じ

慶よ
し

祥た
だ（

滝
川
第
二
高
3
年
・

出
石
町
上
村
出
身
）

■
ボ
ー
ト
競
技　

成
年
男
子（
監
督
）

▽
結
城
竜
則（
城
崎
町
湯
島
）

■
水
泳
競
技　

少
年
男
子
B
1
0
0

メ
ー
ト
ル
自
由
形
、
4
×
1
0
0

メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
、
4
×
1
0
0

メ
ー
ト
ル
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

▽
原　

嘉
一（
豊
岡
高
1
年
）

　

原
さ
ん
は
、
4
×
1
0
0
メ
ー

ト
ル
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
で
決
勝
に

進
出
し
、7
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

田
中
善
之
さ
ん（
日
高
町
栗
栖

野
出
身
）が
、
F
I
S（
国
際
ス

キ
ー
連
盟
）2
0
1
1
ジ
ュ
ニ
ア

世
界
選
手
権
お
よ
び
世
界
選
手
権

（
8
月
30
日
〜
9
月
4
日
、
ス
イ

ス
）に
出
場
し
、
世
界
選
手
権
で

9
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

■
農
業
委
員
表
彰

▽
大
字
健
一（
清
冷
寺
）

▽
豊
岡
市
農
業
委
員
会

▽
小
山
通み
ち

代よ（
日
高
町
上
郷
）

■
団
体
の
部

▽
北
但
自
動
車
株
式
会
社（
弥
栄

町
）

（
10
月
1
〜
11
日
、
山
口
県
山
口

市
ほ
か
）

■
陸
上
競
技　

少
年
男
子
A
1
0 

0
メ
ー
ト
ル
、4
×
1
0
0
メ
ー

ト
ル
リ
レ
ー

▽
今
井
祐
弥（
香
住
高
3
年
・
城
崎

町
上
山
）

■
カ
ヌ
ー
競
技　

カ
ヌ
ー
ワ
イ
ル

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

兵
庫
県
農
業
会
議
会
長
表
彰

　

笑
っ
て
、泣
い
て
、怒
っ
て
。ど
ん
な

志
龍
も
家
族
の
宝
物
。の
び
の
び
ぐ

ん
ぐ
ん
大
き
く
な
あ
れ
。　　
　
　

  

（
父 

洋
一
郎
・
母 

真
穂
、倉
見
）

松島志
し

龍
りゅう

ちゃん
（平成22年7月15日生）

　

た
く
ま
し
い
聖
ち
ゃ
ん
。姉
ち
ゃ

ん
、兄
ち
ゃ
ん
と
元
気
い
っ
ぱ
い

育
っ
て
ね
。

 

（
父 

聡
直
・
母 

香
代
、野
田
）

安井　聖
せい

ちゃん
（平成22年8月9日生）

　

祝
1
歳
☆
わ
ん
ぱ
く
で
も
い
い

た
く
ま
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
。

（
父 

繁
樹
・
母 

理
恵
、福
田
）

杉本翔
し ょ う

有ちゃん
（平成22年8月13日生）

　

頑
張
る
力
を
い
っ
ぱ
い
く
れ
る
小

さ
な
天
使
。こ
れ
か
ら
も
ず
ー
っ
と

ず
っ
と
僕
た
ち
の
天
使
だ
よ
。

（
父 

和
也
・
母 

恭
子
、戸
牧
）

山口優
ゆう

奈
な

ちゃん
（平成21年9月2日生）

　

い
つ
も
家
族
み
ん
な
を
笑
顔
に
し

て
く
れ
る
瑠
愛
ち
ゃ
ん
♪
大
好
き
だ

よ
っ
♡
♡
♡　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
父 

和
信
・
母 

知
美
、栄
町
）

足立瑠
る

愛
な

ちゃん
（平成22年4月13日生）

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。

　

食
べ
る
の
大
好
き
ひ
ま
り
☆
い
っ

ぱ
い
食
べ
て
大
き
く
な
ろ
ー
ネ
☆

（
父 

洋
司
・
母 

茜
、出
石
町
町
分
）

植松ひまりちゃん
（平成22年8月27日生）

　

１
歳
お
め
で
と
う
。お
兄
ち
ゃ
ん

と
仲
良
く
、元
気
に
大
き
く
な
っ
て

ね
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
父 

勉
・
母 

早
奈
絵
、福
田
）

松永奈
な

々
な

ちゃん
（平成22年8月27日生）

　

莉
胡
お
姉
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
な

き
ー
ち
ゃ
ん
。い
つ
ま
で
も
元
気
で

仲
良
く
育
っ
て
ね
♡　
　
　
　

（
父 

勉
・
母 

知
也
子
、庄
境
）

真鍋希
き

胡
こ

ちゃん
（平成22年9月17日生）

第
66
回
国
民
体
育
大
会

お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
に
出
場

活
動
優
良
農
業
委
員
会
表
彰

平
成
23
年
度

兵
庫
県
交
通
安
全
功
労
者
表
彰

兵
庫
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

功
労
者
表
彰

豊
岡
市
出
身
の
田
中
善よ
し

之ゆ
き

選
手

が
、F
I
S
2
0
1
1
ジ
ュ
ニ
ア
世

界
選
手
権
お
よ
び
世
界
選
手
権（
グ

ラ
ス
ス
キ
ー
）に
出
場
し
ま
し
た



●豊 岡 市 役 所
　☎23−1111
●城崎総合支所
　☎32−0001
●竹野総合支所
　☎47−1111
●日高総合支所
　☎42−1111
●出石総合支所
　☎52−3111
●但東総合支所
　☎54−1000

広報とよおか　2011.10.25 24

◆
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

○
そ
と
あ
そ
び
広
場

▽
日
時
・
場
所

▽
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

▽
内
容　

戸
外
遊
び
、
固
定
遊
具

で
の
遊
び
、
子
育
て
相
談
・
情

報
交
換
な
ど

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

子
育
て
総

合
セ
ン
タ
ー
☎
24
－
4
6
0
4

◆
竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
三
世
代
交
流
会

▽
日
時　

11
月
25
日（
金
）午
前
10

時
〜
11
時
50
分

▽
場
所　

竹
野
地
区
公
民
館（
竹

期　

間

日時 場所
11月７日（月）
10：15〜 玄武洞公園

11月10日（木）
10：15〜 しばっこ広場

（アイティ7階）11月17日（木）
13：30〜
11月18日（金）
10：15〜

総合体育館
芝生広場

11月24日（木）
10：15〜

しばっこ広場
（アイティ7階）

※悪天候の場合は中止

11
月
は

労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間

　

社
員
、
従
業
員
、
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
労
働
者
を
1
人
で
も
雇
い
入

れ
た
事
業
主
は
、
労
働
保
険（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）の
加
入
手

続
き
を
し
、
労
働
保
険
料
を
申

告
・
納
付
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

加
入
手
続
き
が
ま
だ
の
事
業
主

は
、す
ぐ
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

但
馬
労
働
基
準
監
督

署
☎
22
－
5
1
4
5
ま
た
は
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
豊
岡
☎
23
－
3
1
0
1

催　

し

　

先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
に
対
し
、
心
か
ら
追
悼
の
誠

豊
岡
市
戦
没
者
追
悼
式

「
エ
ク
レ
ー
ル・お
菓
子
放
浪
記
」

〜
被
災
地
支
援
上
映
〜

　

東
日
本
大
震
災
前
の
宮
城
県
石

巻
市
な
ど
で
、
映
画
関
係
者
と
地

域
の
方
々
が
3
年
を
か
け
て
製
作

し
た
映
画
で
す
。

　

映
画
は
、
太
平
洋
戦
争
末
期
に

た
く
さ
ん
の
人
の
優
し
さ
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
生
き
る
一
人
の
少
年

を
主
人
公
と
し
て
語
ら
れ
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
25
日（
日
）

・
朝
の
部
…
午
前
10
時
30
分
〜

（
開
場
午
前
10
時
）

・
昼
の
部
…
午
後
1
時
30
分
〜

（
開
場
午
後
1
時
）

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ

っ
と
ス
テ
ー
ジ（
大
手
町
）

▽
入
場
料　

大
人
千
円（
当
日
5
0 

0
円
増
）、高
校
生
以
下
8
0
0
円

※
全
席
自
由

※
入
場
料
の
一
部
が
義
援
金
と
し

て
送
ら
れ
ま
す
。

▽
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日　

10
月
25
日（
火
）

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
豊
岡
市
民
プ

ラ
ザ
、
市
民
会
館
、
出
石
文
化

会
館
ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル
、
図
書
館

本
館
・
但
東
分
館
、
城
崎
・
竹

野
・
日
高
地
域
の
各
地
区
公
民

館
で
販
売
し
ま
す
。

▽
一
時
保
育　

一
時
保
育（
1
歳

半
〜
就
学
前
）を
希
望
の
方
は
、

12
月
8
日（
木
）ま
で
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
市
上

映
実
行
委
員
会
事
務
局（
政
策

調
整
課
内
）☎
21
－
9
0
2
2

を
さ
さ
げ
る
と
と
も
に
、
併
せ
て

平
和
を
願
う
市
民
の
強
い
決
意
を

表
す
こ
と
を
目
的
に
、本
年
も
豊
岡

市
戦
没
者
追
悼
式
を
開
催
し
ま
す
。

　

遺
族
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
も
多
数
参
列
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

11
月
10
日（
木
）午
前
10

時
〜
11
時
30
分

▽
場
所　

市
民
会
館　

文
化
ホ
ー

ル（
立
野
町
）

▽
そ
の
他　

会
場
で
は
、
手
話
通

訳
・
要
約
筆
記
を
行
う
予
定
で
す
。

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
地
域
福

祉
係
☎
24
－
7
0
3
3

子
育
て
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ



※内容は、都合により変更になる場合があります。
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野
町
竹
野
）

▽
対
象　

地
域
の
方
々
、
乳
幼
児

と
保
護
者

▽
内
容　

ダ
ン
ス
、
歌
、
ゲ
ー
ム

な
ど
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
す
。

○
そ
と
あ
そ
び
広
場

▽
日
時

・
11
月
9
日（
水
）午
前
9
時
45
分

〜
正
午

・
11
月
30
日（
水
）午
前
9
時
45
分

〜
正
午

▽
場
所　

竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー

園
庭（
竹
野
町
和
田
）

▽
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

▽
内
容　

戸
外
遊
び
、
固
定
遊
具

で
の
遊
び

▽
問
合
せ　

竹
野
子
育
て
セ
ン
タ

ー
☎
47
－
2
0
3
0

◆
日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
舞
」

　
　
　

農
産
物
を
学
ぶ
体
験
教
室

▽
日
時
・
場
所

・
11
月
30
日（
水
）午
前
10
時
〜
午

後
1
時
・
㈲
夢
大
地（
但
東
町

畑
）

・
12
月
8
日（
木
）午
前
10
時
〜

午
後
1
時
・
日
高
地
区
公
民
館

（
日
高
町
国
分
寺
）

・
平
成
24
年
1
月
20
日（
金
）午
前

10
時
〜
午
後
1
時
・
日
高
地
区

公
民
館

▽
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者（
3

回
全
て
に
参
加
で
き
る
方
）

▽
内
容　

収
穫
体
験（
11
月
30
日
）、

調
理
実
習（
12
月
8
日
、
平
成

24
年
1
月
20
日
）

▽
定
員　

15
組

▽
申
込
期
限　

11
月
19
日（
土
）

○
そ
と
あ
そ
び
広
場

▽
日
時

・
11
月
8
日（
火
）午
前
10
時
15
分

〜
11
時
30
分

・
11
月
22
日（
火
）午
前
10
時
15
分

〜
11
時
30
分

▽
場
所　

日
高
町
民
公
園（
日
高

町
国
分
寺
）

▽
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

▽
内
容　

戸
外
遊
び
、
固
定
遊
具

で
の
遊
び

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

日
高
子
育

て
セ
ン
タ
ー
☎
42
－
4
6
1
0

日
高
健
康
を
す
す
め
る
会

全
体
研
修
会

第
39
回
た
じ
ま
消
費
者
の
つ
ど
い

防
災
学
習
会

　

身
近
な
日
常
生
活
の
中
の
疑
問

か
ら
、生
活
習
慣
病
予
防
、う
つ
・

認
知
症
予
防
ま
で
、
笑
い
と
健
康

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
を
一

緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

11
月
17
日（
木
）午
後
7

時
30
分
〜
9
時（
開
場
午
後
7

時
）

▽
場
所　

日
高
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル（
日

高
町
国
分
寺
）

▽
内
容　
「
笑
い
」が
育
む
健
康
づ

く
り

▽
講
師　

大
阪
大
学
大
学
院
医
学

研
究
科
准
教
授
・
大
阪
府
立
健

康
科
学
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
講
師

大
平
哲
也
さ
ん

▽
参
加
費　

無
料　

▽
定
員　

1
5
0
人

▽
申
込
期
限　

11
月
4
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

日
高
健
康

を
す
す
め
る
会
事
務
局（
健
康

増
進
課
内
）☎
24
－
1
1
2
7

▽
日
時　

11
月
15
日（
火
）午
前
10

時
30
分
〜
午
後
3
時

▽
場
所　

但
馬
文
教
府（
妙
楽
寺
）

▽
内
容　

○
体
育
室
兼
講
堂

・
開
会
行
事

・
消
費
者
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
活
動

発
表（
寸
劇
、
漫
才
な
ど
）

○
そ
の
他
周
辺

・
但
馬
地
域
の
特
産
品
展
示
・
販

売
コ
ー
ナ
ー

・
団
体
に
よ
る
作
品
展
示
・
販
売

・
ご
は
ん
と
大
鍋
の
振
る
舞
い

▽
問
合
せ　

但
馬
県
民
局
但
馬
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
23
－
1
4
9
0

　

円
山
川
流
域
に
住
む
皆
さ
ん
の

防
災
知
識
と
防
災
意
識
の
向
上
を

目
的
に
開
催
し
ま
す（
全
4
回
）。

▽
受
講
料　

無
料

▽
定
員　

3
0
0
人（
先
着
順
）

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

▽
問
合
せ　

防
災
課

　

☎
23
－
1
1
1
1

開催日 開催場所 学習会テーマ 時間および講師

【第3回】
11月19日
（土）

豊岡市民
プラザ

（大手町）

①災害対策につ
いて

13：15～
14：45（予定）

関西大学社会安全学部客員教
授・（財）河川情報センター研究
顧問・日本災害情報学会理事
布村明彦さん

②地域の避難対
応について（仮称）

15：00～
16：30（予定）市防災監　森合　基

【第4回】
平成24年
２月26日
（日）

出石文化
会館ひぼ
こホール
（出石町

水上）

①災害対応につ
いて

13：15～
14：45（予定）

群馬大学大学院工学研究科社会
環境デザイン工学専攻教授・広
域首都圏防災研究センター長
片田敏孝さん

②防災情報につ
いて

15：00～
16：30（予定）調整中
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年
末
調
整
説
明
会

Jジ

ャ

フ
A
F
公
認
準
国
内
競
技

「
2
0
1
1
山
陰
海
岸

ジ
オ
パ
ー
ク
ラ
リ
ー
in
豊

イ
ン

岡
」

社
会
福
祉
法
人
と
よ
お
か
福

祉
会
法
人
設
立
20
周
年　
　

記
念
式
典
お
よ
び
記
念
講
演

劇
団
わ
ら
び
座
公
演　
　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
ア
テ
ル
イ
」

▽
日
時　

11
月
6
日（
日
）午
後
1

時
30
分
〜
4
時
30
分

▽
場
所　

市
民
会
館　

4
階　

講

座
室（
立
野
町
）

▽
内
容　

参
加
者
自
己
紹
介
・
体

験
発
表
、
認
定
看
護
師
に
よ
る

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

▽
問
合
せ　

公
立
豊
岡
病
院　

皮

膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師　

飯
野
聖
子
さ
ん

　

☎
22
－
6
1
1
1

　

ス
ト
ー
マ（
人
工
肛
門
・
人
工

膀
胱
）を
持
つ
方
の
日
頃
の
悩
み

や
疑
問
を
出
し
合

い
、
懇
談
し
ま
す
。

　

ま
た
、
認
定
看

護
師
に
よ
る
ス
ト

ー
マ
ケ
ア
や
医
療

的
な
相
談
、
装
具
な
ど
に
関
す
る

ア
ド
バ
イ
ス
も
行
い
ま
す
。

但
馬
地
区
体
験
懇
談
会

▽
日
時　

11
月
13
日（
日
）午
後
1

時
〜
4
時

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ

っ
と
ス
テ
ー
ジ（
大
手
町
）

▽
内
容　

○
記
念
式
典

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰

○
記
念
講
演「
石
井
め

ぐ
み
講
演
会
」

・
演
題　
「
こ
の
町
で
、生
き
る
と

い
う
こ
と
〜
障
害
を
持
つ
子
と

共
に
〜
」（
仮
題
）

・
講
師　

石
井
め
ぐ
み
さ
ん

▽
入
場
料　

無
料

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
法
人
と
よ

お
か
福
祉
会
☎
24
－
8
6
5
5

　
「
人
間
の
誇
り
」を
か
け
、
故
郷

の
蝦え

み
し夷

の
た
め
、
立
ち
上
が
っ
た

若
者「
ア
テ
ル
イ
」の
物
語
を
、
劇

団
わ
ら
び
座
が
上
演
し
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
9
日（
水
）午
後
6

時
30
分
〜（
開
場
午
後
6
時
）

▽
場
所　

日
高
文
化
体
育
館　

大

ホ
ー
ル（
日
高
町
祢に

ょ
う布

）

▽
入
場
料　

大
人
2
千
円（
当
日

5
0
0
円
増
）、
中
学
・
高
校

生
千
円
、
小
学
生
5
0
0
円

▽
一
時
保
育　

一
時
保
育（
1
才

〜
就
学
前
）を
希
望
の
方
は
事

前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

N
P
O
法
人
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
日
高（
日
高
文
化
体
育

館
内
）☎
42
－
2
5
0
5

　

豊
岡
市
商
工
会
青
年
部
日
高

支
部
50
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

J
A
F
公
認
準
国
内
競
技「
2 

0
1
1
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
ラ

リ
ー
in
豊
岡
」を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
5
日（
土
）午
前
9

時
〜
6
日（
日
）午
後
5
時

▽
場
所　

神
鍋
高
原
周
辺
と
山
陰

海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク（
メ
イ
ン
会

場
…
神
鍋
高
原
）

▽
内
容　

J
A
F
公
認
ス
ペ
シ
ャ

ル
ス
テ
ー
ジ
ラ
リ
ー（
林
道
を

封
鎖
し
た
自
動
車
レ
ー
ス
）

▽
そ
の
他　

6
日（
日
）は
、
神
鍋

高
原
周
辺
林
道
な
ど
で
一
部
通

行
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー

ク
ラ
リ
ー
in
豊
岡
大
会
事
務
局

竹
内
元
彦
さ
ん

　

☎
0
9
0
－
8
7
5
3
－
3
2
5
2

▽
内
容

○
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
な
が

ら
楽
し
く
語
り
ま
す
。

○
本
市
の
友
好
・
姉
妹
都
市
と
の

交
流
の
歴
史
を
展
示
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
市
国
際
交
流
協

会
事
務
局
☎
24
－
5
9
3
1

　

外
国
人
と
一
緒
に

楽
し
い
1
日
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　

11
月
13
日

（
日
）午
後
1
時
〜

5
時

▽
場
所　

日
高
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー（
日
高
町
国
分
寺
）

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
イ

※
い
ず
れ
か
都
合
の
良
い
と
き
に  

参
加
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
税
務
署
法
人
課

税
第
1
部
門
源
泉
所
得
税
担
当

☎
22
－
2
3
4
4

日時 場所

11月16日
（水）

午前10時30分〜 じばさん但馬２階
多目的ホール

（大磯町）午後１時30分〜

11月17日
（木） 午後１時30分〜

新温泉町浜坂多目
的集会施設

（新温泉町）

11月18日
（金） 午後１時30分〜 香住文化会館

（香美町）
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第
2
回
但
馬
ボ
ー
ダ
レ
ス
ア
ー
ト
展

「
が
っ
せ
ぇ
ア
ー
ト
」

　

但
馬
地
域
在
住
の
知
的
お
よ
び

精
神
障
害
者
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
18
日（
金
）〜
22
日

（
火
）午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
22
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

※
19
日（
土
）は
、「
じ
ろ
は
っ
た
ん
」

の
朗
読
・
ダ
ン
ス
も
行
い
ま
す
。

▽
場
所　

県
立
但
馬
長
寿
の
郷
郷

ホ
ー
ル（
養
父
市
）

▽
入
場
料　

無
料

▽
問
合
せ　

但
馬
ボ
ー
ダ
レ
ス
ア

ー
ト
展
実
行
委
員
会
事
務
局　

茨
木
や
よ
い
さ
ん

　

☎・FAX
0
7
9
－
6
6
2
－
7
3
9
0

山
の
動
物
と
森
の
あ
り
方
を

考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ⅲ

「
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
等
の

被
害
防
止
に
向
け
て
」

　

現
在
、
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
な
ど

に
よ
る
農
作
物
被
害
は
、
但
馬
地

域
全
体
の
深
刻
な
問
題
で
す
。
獣

害
被
害
と
そ
の
対
策
を
考
え
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
6
日（
日
）午
後
1

時
〜
5
時

▽
場
所　

市
民
会
館　

4
階　

大

会
議
室（
大
磯
町
）

▽
入
場
料　

無
料

▽
定
員　

1
0
0
人

▽
申
込
み　

不
要

▽
問
合
せ　

N
P
O
法
人
ひ
ょ
う

ご
エ
コ
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

大
西
英ひ

で

剛た
け

さ
ん

　

☎
0
7
9
6
－
96
－
1
1
3
0

募　

集

豊
岡
市
非
常
勤
嘱
託
職
員
募
集

▽
職
種
・
募
集
人
数　

管
理
員（
植

村
直
己
冒
険
館
）・
1
人

▽
職
務
内
容　

植
村
直
己
冒
険
館

で
の
施
設
管
理
事
務（
受
付
、案

内
、
説
明
誘
導
、
企
画
運
営
、

施
設
清
掃
な
ど
）

▽
応
募
資
格　

昭
和
26
年
4
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
植

村
直
己
さ
ん
の
生
き
方
に
関
心

が
あ
り
、
業
績
や
冒
険
精
神
な

ど
の
紹
介
に
意
欲
の
あ
る
方

▽
特
記　

執
務
時
に
パ
ソ
コ
ン

（
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
な
ど
）操

作
を
必
要
と
し
ま
す
。

▽
勤
務
条
件　

○
報
酬
…
月
額
15
万
3
8
0
0
円

○
勤
務
日
…
週
5
日（
35
時
間
）

○
休
日
…
週
休
2
日（
水
曜
日
と

他
1
日
）

▽
雇
用
期
間　

12
月
1
日（
木
）〜

平
成
24
年
3
月
31
日（
土
）

▽
選
考
方
法　

面
接
試
験

※
日
時
、場
所
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

▽
申
込
方
法　

職
員
課
に
あ
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

10
月
25
日（
火
）〜

11
月
10
日（
木
）（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
お
よ
び
執
務
時
間
外
を
除
く
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

職
員
課
人

事
係
☎
23
－
1
3
2
6

電
気
式
生
ご
み
処
理
機

購
入
費
補
助
の
追
加
募
集

▽
募
集
条
件　

次
の
全
て
に
該
当

す
る
方

・
市
内
に
住
所
を
有
し
、
居
住
し

て
い
る
方

・
家
庭
か
ら
の
生
ご
み
の
減
量
を

目
的
と
し
て
処
理
機
を
購
入
し
、

適
切
に
管
理
で
き
る
方

・
過
去
5
年
間
に
こ
の
制
度
の
補

助
を
受
け
て
い
な
い
方

※
申
込
前
に
購
入
し
た
も
の
は
補

助
の
対
象
外
で
す
。

▽
補
助
金
額　

購
入
価
格
の
2
分

の
1（
上
限
3
万
円
）

▽
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
は
が

き
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
予
定
台
数
が
終
了
次
第
、
締
め

切
り
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

生
活
環
境

課
環
境
衛
生
係

　

☎
23
－
5
3
0
4
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課

但
馬
技
術
大
学
校　
　
　

平
成
24
年
度
学
生
募
集

▽
募
集
学
科
・
人
数

・
機
械
制
御
工
学
科　

20
人

・
建
築
工
学
科　
　
　

20
人

・
情
報
工
学
科　
　
　

20
人

・
自
動
車
工
学
科　
　

30
人

▽
試
験
区
分　

一
般
入
校
試
験

▽
対
象　

既
卒
者
、
学
校
卒
業
見

込
者

▽
試
験
日　

11
月
26
日（
土
）

▽
場
所　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

▽
試
験
科
目　

面
接
、
学
科

▽
出
願
方
法　

指
定
の
願
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
返
信
用

封
筒
を
添
え
て
持
参
ま
た
は
郵

　

送（
簡
易
書
留
）く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
間　

11
月
4
日（
金
）〜

18
日（
金
）必
着

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

県
立
但
馬

技
術
大
学
校
入
校
試
験
事
務
局

（
〒
6
6
8
－
0
0
5
1　

九
日

市
上
町
6
6
0
－
5
）

　

☎
24
－
2
2
3
3
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講
座・
講
習

平
成
23
年
度　

中
央
公
民
館
市
民
総
合
講
座

◆
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
見
教
室

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー（
太
陽
光
発
電

等
）に
よ
る
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ

い
て
の
講
義
や
ソ
ー
ラ
ー
パ
ワ
ー
の
体

験
、
エコハ
ウ
ス
見
学
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
26
日（
土
）午
後
1

時
〜
5
時（
雨
天
決
行
）

▽
場
所　

城
崎
地
区
公
民
館（
城

崎
町
桃
島
）、
豊
岡
市
エ
コ
ハ

ウ
ス（
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿

地
内
・
城
崎
町
今
津
）

▽
参
加
費　

1
3
0
0
円（
ソ
ー

ラ
ー
オ
ル
ゴ
ー
ル
キ
ッ
ト
代
、

保
険
料
な
ど
）

▽
定
員　

小
学
生
20
人（
先
着
順
）

※
保
護
者
同
伴

▽
申
込
期
間　

10
月
31
日（
月
）〜

11
月
11
日（
金
）

◆
出
石
焼
の
ル
ー
ツ
を
訪
ね
て

　
　
　
　
　
　
　

〜
歴
史
探
訪
〜

　

近
年
発
見
さ
れ
た
徳と

っ

利く
り

窯が
ま

を
中

心
に
、江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た「
出

石
焼
」の
窯
跡
や
現
在
の
窯
元
の

店
な
ど
、
出
石
焼
の
始
ま
り
か
ら

現
在
ま
で
を
歩
い
て
訪
ね
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
27
日（
日
）午
前
9

時
〜
午
後
2
時
30
分（
雨
天
決
行
）

※
集
合
は
、
福
住
地
区
公
民
館

▽
場
所　

出
石
町
福
住
区
ほ
か

▽
参
加
費　

5
0
0
円（
昼
食
代
、

保
険
料
な
ど
）

▽
定
員　

40
人（
先
着
順
）

▽
持
ち
物　

水
筒
、
雨
具
、
動
き

や
す
い
服
装
、
運
動
靴
な
ど

▽
申
込
期
間　

10
月
31
日（
月
）〜

11
月
11
日（
金
）

◆
石
仏
と
史
跡
め
ぐ
り
ハ
イ
キ
ン
グ

　

田
結
区
の「
八
十
八
ヶ
所
の
森

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
」を
歩
い
た

後
、
気
比
区
の
重
要
文
化
財「
銅

鐸
」の
出
土
地
や
花
ミ
ョ
ウ
ガ
の

群
落
が
広
が
る
気
比
神
社
な
ど
、

古
代
の
ロ
マ
ン
を
巡
る
約
12
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
ハ
イ
キ
ン
グ
で
す
。

▽
日
時　

12
月
4
日（
日
）午
前
9

時
〜
午
後
4
時（
雨
天
決
行
）

※
集
合
は
、
港
地
区
公
民
館

▽
場
所　

田
結
区
ほ
か

▽
参
加
費　

5
0
0
円（
参
加
記

念
品
、
カ
ニ
汁
、
保
険
料
な
ど
）

▽
持
ち
物　

弁
当
、
水
筒
、
雨
具

の
ほ
か
各
自
必
要
と
思
う
も
の

▽
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

11
月
18
日（
金
）

共
通
事
項

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

中
央
公
民
館

　

☎
21
－
9
0
5
1

FAX 

24
－
4
6
6
9

▽
講
習
種
別　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

▽
日
時　

11
月
20
日（
日
）午
前
9

時
〜
正
午

▽
場
所　

日
高
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル（
日

高
町
国
分
寺
）

▽
講
習
内
容

・
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇そ

生
法

・
Aエ

ー
イ
ー
デ
ィ
ー

E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）の
使
用
方
法

普
通
救
命
講
習

▽
日
時　

11
月
13
日（
日
）午
後
1

時
30
分
〜
4
時

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

活

動
室
D（
大
手
町
）

▽
テ
ー
マ
・
講
師

○
1
部　
「
老
人
介
護

の
現
状
と
将
来
」・

市
介
護
保
険
課
長　

松
本
幹
雄

○
2
部　
「
お
笑
い
で
老
化
予
防
」・

た
ん
た
ん
落
語
会　

春し
ゅ
ん

歌か

亭て
い

丹た
ん

馬ば

さ
ん
、
尼あ

ま

乃の

家や

河か

鹿じ
か

さ
ん

▽
参
加
費　

無
料

※
先
着
20
人
に
健
康
グ
ッ
ズ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

公
益
社
団
法
人
兵
庫

県
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会　

　

☎
42
－
0
8
3
7

県
民
健
康
講
座

▽
日
時　

11
月
18
日（
金
）午
前
10

時
〜
午
後
4
時

▽
場
所　

総
合
健
康
ゾ
ー
ン
健
康

福
祉
施
設　

C
会
議
室（
立
野

聴
覚
障
害
者
移
動
相
談

・
大
出
血
時
の
止
血
法

・
窒
息
時
の
処
置

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

30
人

▽
申
込
方
法　

豊
岡
消
防
署
、各

分
署
、出
張
所
、お
よ
び
駐
在
所

に
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙（
市

消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

持
参
、郵
送
、フ
ァッ
ク
ス
、ま
た
は

メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

11
月
16
日（
水
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
消
防

署
救
急
係（
〒
6
6
8
－
0
0
5 

5　

昭
和
町
4
－
33
）

　

☎
24
－
8
0
3
8

FAX 

24
－
1
2
7
8

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

shobo-keibo@
city.toyooka.

 lg.jp

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://119.city.toyooka.lg.jp/

相　

談
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町
）

▽
対
象　

聴
覚
障
害
者
や
そ
の
家

族
、
関
係
者

▽
内
容　

結
婚
、
育
児
、
職
業
、

教
育
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応

じ
ま
す
。

※
手
話
通
訳
者
が
同
行
し
て
い
ま
す
。

▽
相
談
料　

無
料

▽
問
合
せ　

県
立
聴
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
7
8
－
8
0
5
－
4
1
7
5

　

FAX 

0
7
8
－
8
0
5
－
4
1
9
2

▽
日
時　

11
月
19
日（
土
）午
後
1

時
30
分
〜
4
時
30
分

▽
場
所　

じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

行
政
書
士
に
よ
る
遺
言
・
相
続

無
料
相
談
会

▽
日
時　

11
月
19
日（
土
）午
後
1

時
〜
4
時　

※
予
約
制

▽
場
所　

じ
ば
さ
ん
但
馬　

デ
ザ

イ
ン
開
発
研
究
室（
大
磯
町
）

▽
予
約
・
問
合
せ　

兵
庫
県
司
法

書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
－
6
7
6
－
3
3
6
8

司
法
書
士
に
よ
る

相
続
・
登
記
・
多
重
債
務
・

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

市
民
生
活
無
料
相
談
会

そ
の
他

平
成
23
年
度

豊
岡
市
成
人
式
の
お
知
ら
せ

▽
内
容　

遺
言
、
相
続

▽
問
合
せ　

兵
庫
県
行
政
書
士
会

但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
6
－
94
－
0
6
0
6

　

成
人
式
の
案
内
状
を
11
月
下
旬

に
送
付
す
る
予
定
で
す
。転
出
な
ど

で
本
市
に
住
民
登
録
が
な
い
方
は
、

案
内
状
が
届
き
ま

せ
ん
の
で
、
出
席

を
希
望
す
る
方
は

連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

平
成
24
年
1
月
8
日

（
日
）午
後
開
会
予
定

▽
場
所　

市
民
会
館　

文
化
ホ
ー

ル（
立
野
町
）

▽
対
象　

平
成
3
年
4
月
2
日
〜

平
成
4
年
4
月
1
日
生
ま
れ
で
、

本
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方

お
よ
び
希
望
者

▽
そ
の
他　

開
催
時
間
、
内
容
な

ど
の
詳
細
は
、
後
日
市
広
報
紙

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
連
絡
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

人
権
・
社
会
教
育
係

　

☎
23
－
0
3
4
1

宝
く
じ
の
助
成
金
で
公
民
館
を

改
築
し
ま
し
た

　

11
月
中
旬
に
、平
成
24
年
度
検
察

審
査
員
候
補
者
に
選
定
さ
れ
た
方

へ
検
察
審
査
員
候
補
者
名
簿
に
登

載
さ
れ
た
旨
の
通
知
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
候
補
者
の
う
ち
、
一

部
の
方
に
は
、
質
問
票
を
併
せ
て

送
付
し
ま
す
の
で
、
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
検
察
審
査
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

検
察
審
査
員
の
選
定
に

協
力
く
だ
さ
い

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

か
ら
宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
て
、

市
場
区
で
公
民
館
の
改
築
を
行
い

ま
し
た
。

　

公
民
館
の
改
築
に
よ
っ
て
、
区

で
は
さ
ら

に
地
域
の

コ
ミ
ュニ
テ

ィ
ー
活
動

の
向
上
が

図
ら
れ
る

も
の
と
期

待
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

生
活
環
境
課

　

☎
21
－
9
0
0
1

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

　

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

　

地
元
医
師
会
と
豊
岡
病
院
の
地

域
連
携
に
基
づ
く
小
児
救
急
診
療

の
11
月
の
日
程
と
担
当
医
師
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
検
察
審
査
会
事

務
局（
神
戸
地
方
裁
判
所
豊
岡

支
部
内
）☎
22
－
2
3
0
4

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　
http://w

w
w

.courts.go.jp/
kensin/

▽
場
所　

公
立
豊
岡
病
院

▽
そ
の
他　

1
歳
以
上
の
小
児
で
、

緊
急
性
の
な
い
自
己
都
合
な
ど

と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
時
間

外
診
察
料
金
3
1
5
0
円
の
負

担
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
☎
22
－
6
1
1
1

月日 担当医師・
住所

11
月

６日
（日）

中沢　洋
（出石町）

20日
（日）

赤松　亮
（九日市下町）

〔日程・担当医師〕

※診療時間：午前９時〜午後
５時



―「読書週間」および「手作り絵本＆点字絵日記作品
展2011」のお知らせ―

　10月27日（木）から11月９日（水）は、読書週間です。
今年の「読書週間」を機会に、暮らしの中に「本とのつ
きあい方」を取り入れてみませんか（詳細は６ページ）。

　また、夏休みに開催した「手作り絵本教室」と「点
字絵日記教室」の作品を展示します。子どもたちの
創造の世界を、ぜひ、ご覧ください。
　展示期間：11月９日（水）～28日（月）
　場所：図書館本館１階　児童コーナー

芸術の本
＜ 一 般 ＞

「美」の巨匠たち
長谷川智恵子　著（講談社）

　シャガール、ダリ、ピカソなど、
近代美術界の世界の巨匠30人が日
本人画商・長谷川智恵子氏に芸術へ
の想いを打ち明ける。巻頭に代表作
品をカラー収録。

＜ じ ど う ＞
ワニのオーケストラ入門
ドナルド・エリオット　文
クリントン・アロウッド　絵
芥川也寸志・石井史子　訳

（岩波書店）

　着飾ったワニが楽器を構えている
ユーモラスな絵に、楽器の性格やオ
ーケストラでの役割などの短い説明
を添えて紹介。音楽の楽しさが自然
と感じ取れます。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

11月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後６時
※本館（金・土）　午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町５-28） 日高 ☎21-9060（日高総合支所１階）
城崎 ☎21-9072（城崎総合支所２階） 出石 ☎21-9010（出石総合支所１階）
竹野 ☎21-9078（竹野総合支所３階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター１階）

11月の行事予定

※詳細は、各館へ問い合わせください。

乳０～２歳　幼３～５歳
児６歳～　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
1 火 （休館日）

2 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

11：00～ おはなしのゆりかご　乳

3 木 （休館日）
4 金

5 土 10：30～ 竹野 テーマであそぼ！ 「チャレンジみっけ！」
（回転馬づくり）　幼 児

但東 おはなしのもり（切り紙でゆらゆら木馬）　 幼 児

6 日 13：30～ 城崎 おいしいおはなし★わくわくクッキング
（於：城崎地区公民館）　児

7 月
8 火 （休館日）

9 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

本館 手作り絵本＆点字絵日記作品展〔～28日（月）〕
10 木
11 金

12 土

10：10～ 本館 土曜としょかん（秋の実のモビール）　幼 児

10：30～
城崎 おはなしランド（坂道で動くよ、しゃくとり虫） 児

竹野 キッズ本楽会　児

日高 絵本からのおくりもの　幼 児

13 日
14 月
15 火 （休館日）
16 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

17 木
18 金 14：00～ 本館 第８回図書館ふれあい交流会　般

19 土
10：00～ 城崎 きのさき語りぐさめぐり　般

14：00～ 本館 大人のためのおはなし会　般

15：00～ 但東 切り紙Art　般

20 日 13：20～ 本館 第８回古文書講座（初級）　般

15：00～ 第８回古文書講座（中級）　般

21 月
22 火 （休館日）
23 水 （休館日）

24 木 10：30～ 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター） 乳

出石 えほんのとびら　乳 幼

25 金

26 土 10：30～ 竹野 おはなしミッケ！　幼 児

日高 絵本からのおくりもの　幼 児

14：00～ 本館 おはなし会　幼 児

27 日 13：30～ 本館 としょかん講演会2011　般

14：00～ 出石 としょかん・くらぶ　児

28 月
29 火 （休館日）
30 水 （休館日）
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11月の予定
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　参加費は無料で、どなたでも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせください。
※定員があるものは、事前に申し込みください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（ＪＲ豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石総合支所１階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

ほっとたいむ＆わらべうた遊び＆おやこふれあいたいむ

日　時
①ほっとたいむ ７日（月）、24日（木）午前11時～
②わらべうた遊び 18日（金）午前11時～
③おやこふれあいたいむ 28日（月）午前10時30分～

対　象 乳幼児と保護者

内　容 ①唱歌や童謡を歌う　②わらべうたや折り紙遊び
③紙芝居やいろいろな遊び

その他 午前中は身長や体重の計測をします。

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎総合支所２階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高総合支所３階）月・第１土・第１以外の日曜日休館

日　時 ６日（日）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（お母さん、きょうだい、祖父母の参加可）
内　容 親子ふれあい遊び

パパと遊ぼうＤ
　 デ 　 ー 　

ＡＹ！

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

わらべうた＆製作
日　時 16日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子で楽しむわらべうた、折り紙：アンパンマンシリーズ「チーズ」

親子運動遊び
日　時 ９日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 実技　親子でふれあい運動遊び
講　師 こども育成課　仲義　健、西松夕紀子

わいわいコーラス
日　時 ８日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 季節の歌や懐かしい童謡、唱歌を歌う。

リサイクルバザーとプチ喫茶
日　時 １日（火）午前10時～15時
対　象 一般の方大歓迎です
内　容 新生児用品、子供服、おもちゃ、日用品バザー、プチ喫茶
持ち物 小銭、袋

手作り絵本教室
日　時 24日（木）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者     15組（一時保育あり）
内　容 絵本を手作りします　　講師：尾川千歳さん
参加費 １人350円
申込期間 10日（木）～18日（金）

絵本の読み聞かせの会
日　時 10日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

親と子どものための“ちいさな  おんがっかい”
日　時 25日（金）午後２時～３時
対　象 １歳以上の幼児・小学生と保護者
内　容 パーカッション演奏「星に願いを」「聖者の行進」など
その他 整理券が必要：４日（金）から各センターで配布

おはなし広場
日　時 ５日（土）、12日（土）、19日（土）、26日（土）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

軽量粘土教室
日　時 16日（水）午前10時～11時30分
場　所 合橋地区公民館
対　象 乳幼児と保護者
内　容「お正月飾り」　　講師：川　千恵子さん
申込期限 ９日（水） 参加費 500円（材料代）

子育てミニ講話＆母親交流
日　時 24日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者、妊婦

内　容 栄養士の話～子どもの食事｢朝ごはん食べた？｣～
保健師のミニ講話、身体計測、お友だちつくり

パパと遊ぼうデー｢お店屋さんごっこ｣
日　時 12日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 パパと一緒にお買い物ごっこ。持ち帰れます。
その他 準備の都合上、参加を希望の方は事前に申し込みください。

おやこっこ運動遊び
日　時 16日（水）午後１時30分～２時45分
対　象 ２歳以上の幼児と保護者　　先着20組
講　師 こども育成課　仲義健、西松夕起子
申込期間 ４日（金）～14日（月）

11 月の子育ち＆親育ち講座
日　時 18日（金）午後１時30分～３時30分
場　所 豊岡市民プラザ　練習室
対　象 子育て中の保護者　20人（一時保育は15人）
内　容「自分と向き合う」 申込期間 ４日（金）～14日（月）

絵本の読み聞かせと折り紙
日　時 24日 （木） 午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 読み聞かせと折り紙

出来るかな？
日　時 ９日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 ３～４歳の幼児と保護者（対象年齢外でも可）
内　容 ３～４歳向け遊具作り 申込期限 ８日（火）

元
げ ん き ん

気ingピック～登録グループ・元気ingの親子といっしょに～
日　時 14日（月）午前10時～11時30分
場　所 総合体育館
対　象 子育て中の親子、家族ならどなたでも
内　容 運動会ごっこ（サーキット遊びもあります）
その他 上靴を持参（親子とも）　参加費無料

なかよし広場
日　時 16日（水）午前９時30分～11時30分
場　所 豊岡市民プラザ　ほっとステージ
対　象 ２歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊びや交流、計測、子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師、助産師、子育て支援ボランティア

パパと遊ぼうデー“パパの絵本大作戦”
日　時 19日（土）午後１時30分～３時
対　象 乳幼児とお父さん　20組
講　師 ファザーリング・ジャパン関西代表　和田憲明さん
申込期間 ２日（水）～16日（水）

たまごボーロたいむ
日　時 ４日（金）、11日（金）、25日（金）午後１時30分～２時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 総合高校のお姉さんたちと一緒に遊びましょう。

母親交流会
日　時 25日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ミニ講話、身体計測、妊婦（血圧測定）、友達づくり、育児・発達相談
持ち物 母子手帳・バスタオル（新生児用）

パパとあそぼうデー
日　時 12日（土）午前10時30分～11時30分
場　所 竹野子育てセンター園庭
対　象 乳幼児とお父さん（家族で遊びに来てください）
講　師 玄さん輪投げで遊びましょう。
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施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト
豊岡市民会館（立野町）

☎23−0255  FAX 24−0952（火曜日休館）
伊藤清永美術館（出石町内町）

☎52−5456  FAX 53−2088 （水曜日休館）

豊岡市民プラザ（JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24−3000  FAX 24−3004 （火曜日休館）

〒668-0031　大手町4-5

※一時保育は、原則、１歳半〜就学前の幼児を対象とします。

　10月29日（土）〜平成24年２月26日（日）
◇１階展示室（第一〜三期）
【第一期　10月29日（土）〜11月29日（火）】
　｢第15回伊藤清永賞子ども絵画展｣
【第二期　12月１日（木）〜12月６日（火）】
　｢水彩画教室｣＆｢パステル画教室｣発表展
【第三期　12月８日（木）〜２月26日（日）】
　伊藤清永の最晩年作品展示
◇開館時間　午前９時30分〜午後５時（入館は午後

４時 30分まで）
◇入館料　一般500円、65歳以上・身障者250円、

高校･大学生300円、小･中学生100円
　　　　　（ココロンカード利用者は無料）
※第一期と第三期は入館料が異なりますので、問い

合わせください。
■ミュージアムトーク
　当館学芸員が見どころを説明します。
①11月６日（日）14：00〜
②12月25日（日）14：00〜
③平成24年１月８日（日）14：00〜
④平成24年２月12日（日）14：00〜

■伊藤清永生誕100年記念
　画家のアトリエ展

　伊藤清永の代表作ともいえ
る愛知学院大学所蔵の壁画

『釈
しゃく

尊
そん

伝
でん

四
よん

部
ぶ

作
さく

』を再現しま
す。また、伊藤が最後に描い
た『ばら』の初公開と併せて、
制作に使われた椅子や画材の
ほか、伊藤芸術が生まれた空
間を紹介します。

　12月24日（土）
　　開演19：00（開場18：30）

◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　太田博章、チェリーブラッサム、ミィコ、

フリーサウンドオーケストラピックア
ップメンバー

◇入場料　全席自由　一般500円、ペア800円､
　　　　　高校生以下無料
◇一時保育　12月14日（水）までに申し込みください。
◇チケット発売中

■第８回ミュージック ア・ラ・カルト
　〜みんなで心に灯

とも

そう希望の光〜
　市民プラザ交流サロンで
毎月開催している｢サロン
コンサート｣の出演者によ
るステージです。

　11月26日（土）　開演17：00
◇場　所　交流サロン
◇入場料　無料

■サロン de ダンス
　交流サロンで行うダンスイベントです。ストリー
ト･ジャズ･ヒップホップなど、多彩なダンスを間近
でお楽しみください。

■川井郁子･関西フィルハーモニー管弦楽団
　特別演奏会
　11月23日（水･祝）
　　開演14：30（開場14：00）
◇曲　名　ドヴォルザーク
　　　　　交響曲第９番｢新世界

より｣ほか
◇入場料　指定 3,500円
　　　　　自由　一般3,000円
　　　　　自由　高校生以下1,500円
　　　　　（友の会会員は指定3,200円、自由 2,700円） 

当日は500円増
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　11月14日（月）までに申し込みください。
◇チケット発売中

◇日　時　11月25日（金）19：00〜
　　　　　11月26日（土）10：00〜
◇場　所　ほっとステージ
◇対　象　高校生以上（高校生は保護者の同意が必要）
◇講　師　藤田赤目さん（日本舞台音響家協会理事）
◇受講料　1,000円
◇定　員　20人
◇申込期間　定員に達するまで

■アートスクールⅡ　舞台技術プログラム
演劇音響の実習　受講生募集

　日本の現代演劇音響の第一線で活躍中の音響家に
よる演劇音響の講座です。

※チケットは、豊岡市民プラザのほかに市民会館､
図書館本館､但東分館、城崎･竹野･日高地区公民
館、ひぼこホールでも購入できます。

■とよおか・シネマオアシス VOL.7　
　｢カーズ　２｣
　“クルマの世界”を舞台に、史上最大のスケールと
なる多彩なキャラクターで贈る、アク
ション・アドベンチャーです。
家族おそろいでお越しください。

　12月23日（金・祝）
　　上映14：00（開場13：30）
◇入場料　全席自由　一般1,000円
　　　　　（友の会会員は900円）
　　　　　中学生以下500円
◇チケット発売中
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平成23年10月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
（住民基本台帳＋外国人登録総数）

11月の主な行事
NOVEMBER

平成23年

₁₄（月）元げ ん き ん

気ingピック（10：00～総合体育館）
コンテンポラリーダンス・ワークショップ｢トリプルプ
ログラム2011｣（19：00～豊岡市民プラザ、～15日）

₁₅（火）たじま消費者のつどい（10：30～但馬文教府）
₁₆（水）なかよし広場（９：30～豊岡市民プラザ）軽量粘土教室（10：00～但東子育てセンター）

わらべうた＆製作(10：30～出石子育てセンター)

₁₇（木）市民プラザ　アートスクールⅡ｢地域文化フォーラム｣(14：00～豊岡市民プラザ)

₁₈（金）図書館ふれあい交流会（14：00～図書館本館）
₁₉（土）仲田光成記念第11回豊岡全国かな書展（９：00～総合体育館、～21日）

₂₀（日）竹野カニカニカーニバル（９：00～竹野北前館駐車場）田んぼの学校（９：30～コウノトリ文化館周辺）

₂₁（月）
₂₂（火）
₂₃（水）勤労感謝の日第25回キューピットマラソン（９：00～竹野中央公園）

かに王国開国式（11：00～JR城崎温泉駅前）
川井郁子＆関西フィルハーモニー管弦楽団
演奏会（14：30～市民会館）

₂₄（木）子育てミニ講話＆母親交流（10：30～日高子育てセンター）
₂₅（金）三世代交流会（10：00～竹野地区公民館）母親交流会（10：30～城崎子育てセンター）

市民プラザ　アートスクールⅡ｢演劇音響の実習｣
（19：00～、26日10：00～豊岡市民プラザ）

₂₆（土）豊岡市文化教室作品展（９：30～市民会館）中央公民館市民総合講座｢新エネルギー発見教室｣
（13：00～城崎地区公民館・豊岡市エコハウス）
講座｢埴

はに

輪
わ

に見る古墳時代の戦い｣
（13：30～但馬国府・国分寺館）

サロンd
ド

eダンス（17：00～豊岡市民プラザ）
₂₇（日）中央公民館市民総合講座「出石焼のルーツを訪ねて」～歴史探訪～

（９：00～出石町福住など）
₂₈（月）
₂₉（火）
₃₀（水）

ひ
と
り
ご
と

合　計 男　性 女　性 世帯数
88,323人（－22人） 42,285人（－26人） 46,038人（＋4人） 32,489世帯（＋13世帯）

₁（火）第24回企画展「戦い―古代の武器・武具―」（但馬国府・国分寺館、～12月６日）
伊藤清永生誕100年記念　画家のアトリエ展
（伊藤清永美術館、～平成24年２月26日）

第55回企画展「但東とモンゴルとの交流～シルクが結ぶ25
年～」（日本・モンゴル民族博物館、～平成24年１月17日）

₂（水）出石文化祭（出石農村環境改善センター、～４日）豊岡市美術展（総合体育館、～６日）
₃（木）文化の日神鍋高原ジオウォーク（８：30～道の駅「神鍋高原」）

出石お城まつり（９：00～出石城跡周辺）
神鍋高原マロニエまつり（10：00～道の駅「神鍋高原」）
赤花そばまつり（10：00～赤花そばの郷、但東町）
第７回但馬高校演劇祭（13：00～豊岡市民プラザ）

₄（金）永楽館大歌舞伎（11：00～出石永楽館、～９日）豊岡北地区　暴力追放・防犯・交通安全大会
（13：30～城崎大会議館）

₅（土）第13回全日本身体障害者野球選手権大会（９：00～県立但馬ドーム、～６日）
豊岡南地区　暴力追放・防犯・交通安全大会
（13：00～出石文化会館ひぼこホール）

市民プラザ　アートスクールⅡ｢ストリートダ
ンス入門講座｣（19：00～豊岡市民プラザ）

₆（日）竹野南里山の会クイズラリー大会（９：00～竹野南森林公園）消防フェア2011（10：00～コープデイズ豊岡）
パパと遊ぼうD

デ ー

AY！（10：30～日高子育てセンター）
₇（月）
₈（火）
₉（水）劇団わらび座公演 ミュージカル「アテルイ」（18：30～日高文化体育館）
₁₀（木）コウノトリ文化館企画展『Kけ い こ

eiKO＊萬
ばん

桂
けい

｢月のゆ
りかご｣』（９：00～コウノトリ文化館、～30日）
豊岡市戦没者追悼式（10：00～市民会館）

₁₁（金）
₁₂（土）防火ポスター展（10：00～アイティ、～13日）コウノトリ翔る但馬まるごと感動市（10：00～

県立但馬ドーム、～13日）
パパと遊ぼうデー（10：30～出石子育てセンター）
市民プラザ　アートスクールⅡ｢ストリートダン
ス入門講座｣（19：00～豊岡市民プラザ）

₁₃（日）阿瀬渓谷紅葉ウォーク（８：30～湯の原温泉オートキャンプ場）阿瀬渓谷紅葉まつり（9：00～阿瀬渓谷）
殿さんそば新そばまつり（10：00～殿さんそば、日高町）
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出石地域を巡る

脇差

此
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じょう

出石城

沢庵和尚夢
見の鐘

豊岡市出石伝統的建造物群保存地区

　出石地域では、古事記や日本書紀に多く記述がある出石神社や、但馬守護であった山名氏、出石
城と出石城下町など、歴史に深く関わった文化財が数多く指定されています。

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。
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　豊岡の文化財を紹介します。皆
さんの身近にある文化財を見てい
きましょう。
 《問合せ》文化振興課☎23-1160

「出石の文化財」

歴史 探訪
～文化財を巡る～28

▲山名氏清安堵状

▲有子山城跡主郭から見下ろした出石城下町

▲大歌舞伎のまねきが上がった復原後の永楽館※太字で記載している箇所は、これまでに紹介した文化財です。

語句の解説
・安堵状
・自賛頂相


